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昭
和
十
三
年
。
事
愛
は
、
ま
す
ま
す
擴
大
し
て
、
’
一
月
十
四
日
に
は
、
午
前
九
時
、
敵
の
十
二
機
が
、
杭
州
附
近
を
通
過
、
東
進
し
た
爲
に
、
十
一
時
四
十
分
、
全
九
州
並
に
山
口
地
厘
に
對
し
て
、
警
戒
警
報
が
發
せ
ら
れ
、
午
後
十
二
時
二
十
分
に
も
、
再
び
發
せ
ら
れ
る
と
云
ふ
状
態
で
、
本
校
に
於
て
も
？
即
應
の
對
策
に
力
め
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。
か
く
て
、
五
月
二
十
一
日
に
は
、
徐
州
陥
落
、
十
月
二
十
五
日
に
は
、
漢
口
占
領
と
、
目
覺
ま
し
い
戦
果
が
報
ぜ
ら
れ
た
が
、
そ
れ
に
伴
う
高
校
後
期
九
七
然
る
に
、
龍
南
會
の
再
組
織
ｌ
發
展
的
に
改
穗
さ
れ
た
、
”
龍
南
學
徒
報
國
團
”
の
諸
記
録
は
、
敗
戦
後
の
不
安
に
怯
え
て
、
或
は
故
意
に
、
或
は
不
用
意
に
、
散
供
し
て
了
っ
た
。
せ
め
て
そ
れ
だ
け
で
も
残
っ
て
居
た
ら
、
と
、
惜
し
く
て
な
ら
ぬ
ｕ
曾
て
は
、
最
も
大
切
に
保
管
さ
れ
て
居
た
庶
務
課
・
教
務
課
・
生
活
課
の
諸
記
録
す
ら
、
今
の
場
合
最
も
必
要
を
感
ず
る
部
分
は
、
故
あ
っ
て
抜
き
取
ら
れ
て
居
る
。
さ
れ
ば
と、、
云
っ
て
、
怪
し
げ
な
記
憶
を
辿
っ
て
、
随
筆
的
に
記
す
わ
け
に
も
ゆ
か
ぬ
。
の
み
な
ら
ず
、
い
ろ
い
ろ
な
事
情
で
、
純
眞
に
し
て
率
直
な
わ
か
、
、
う
ど
の
感
想
な
り
、
批
判
な
り
も
、
ほ
ん
の
一
部
分
し
か
知
り
得
な
い
と
す
れ
ば
、
い
き
ほ
ひ
内
容
は
乏
し
く
、
興
味
も
少
く
し
て
、
通
讃
に
う
ど
の
感
想
な
り
、
批
判
な
り
も
、
ほ
ん
（
値
し
な
く
な
る
こ
と
を
催
れ
ろ
の
で
あ
る
。
去
る
昭
和
二
十
三
年
九
月
、
編
纂
委
員
の
努
力
と
、
同
窓
藤
井
利
七
君
の
厚
意
に
依
っ
て
、
”
續
習
學
寮
史
“
が
出
版
さ
れ
た
こ
と
は
、
何
よ
り
仕
合
せ
で
あ
っ
た
。
そ
の
刊
行
に
就
い
て
は
、
多
少
微
意
も
添
へ
た
が
、
今
更
め
て
鐇
い
て
み
る
と
、
や
は
り
、
昭
和
十
二
年
十
一
月
か
ら
筆
を
起
し
て
、
「
終
戦
の
年
を
以
て
：
．
一
旦
習
學
寮
史
は
終
止
符
を
打
た
ね
ば
な
ら
ぬ
。
」
と
記
し
、
二
十
二
年
十
月
十
日
の
、
創
立
六
十
周
年
記
念
に
就
い
て
は
、
「
碧
落
高
い
肥
州
の
秋
深
く
、
十
月
十
日
五
高
六
十
周
年
記
念
祭
は
訪
れ
た
。
第
五
高
等
學
校
の
名
の
終
焉
を
包
む
美
し
い
・マ
ヴ
エ
ー
ル
と
共
に
。
」
と
も
、
感
懐
を
寄
せ
て
居
る
。
新
秋
九
月
一
日
の
挑
曉
、
禿
筆
を
訶
し
て
此
の
項
を
草
し
縞
け
る
。
お
よ
そ
五
十
周
年
以
後
を
、
後
期
と
す
る
こ
と
は
、
筆
者
の
便
宜
的
潤
噺
に
過
ぎ
な
い
。
た
だ
、
誰
か
五
十
年
史
の
續
篇
を
書
い
て
置
い
た
ら
と
は
、
同
窓
の
間
に
し
ば
し
ば
話
題
に
上
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
自
か
ら
進
ん
で
や
ら
う
、
と
云
ふ
人
は
な
か
っ
た
。
顧
へ
ば
、
そ
の
後
の
十
年
ほ
ど
、
わ
が
學
園
と
し
て
、
愛
韓
動
揺
し
た
こ
と
も
あ
る
ま
い
。
故
に
史
料
さ
へ
蒐
集
出
來
た
ら
、
相
當
債
値
あ
る
冊
子
と
成
す
こ
と
も
、
さ
ほ
ど
困
難
で
は
あ
る
ま
い
。
然
る
に
、
そ
れ
よ
り
一
一
一
年
の
如
き
は
、
氣
息
奄
奄
と
し
て
、
衰
頽
の
一
路
を
辿
り
つ
つ
、
遂
に
消
え
失
せ
て
し
ま
っ
た
や
う
な
も
の
で
あ
る
。
今
若
し
、
龍
南
の
名
に
因
ん
で
、
敢
て
附
會
を
試
み
る
な
ら
ば
、
”
龍
頭
蛇
尾
“
と
園
内
に
於
て
、
一
部
に
喝
へ
ら
れ
て
居
た
高
等
學
校
慶
止
論
は
、
無
條
件
降
服
後
、
他
國
の
塵
力
を
以
て
、
加
速
度
的
に
高
ま
り
、
二
十
二
年
一
一
一
月
一
一
一
十
一
日
に
は
、
法
律
第
二
十
六
號
を
以
て
、
六
・
三
・
一
一
一
・
四
年
の
”
學
校
教
育
制
度
“
が
施
行
さ
れ
た
の
で
、
そ
の
後
の
一
一
一
年
間
は
、
全
く
形
骸
を
留
め
た
に
過
ぎ
な
か
っ
た
ｕ
學
校
長
も
、
本
島
。
竹
内
二
氏
を
經
て
、
法
文
學
部
長
事
務
取
扱
の
河
獺
氏
が
蒙
務
と
な
る
ほ
ど
、
慌
し
か
っ
た
。
而
し
て
そ
れ
は
、
明
治
一
一
十
年
か
ら
一
一
十
四
年
ま
で
の
間
に
、
野
村
・
平
山
・
嘉
納
三
校
長
の
更
迭
が
あ
っ
た
の
と
似
て
は
居
る
が
、
周
園
の
情
勢
も
、
校
内
の
様
相
も
、
格
段
の
相
違
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
つ
、
遂
に
消
え
失
せ
て
し
ま
（
で
も
申
す
べ
き
で
あ
ら
う
か
。
龍
南
へ
の
郷
愁
ｌ
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◇
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ｌ
◇
Ｉ
Ｉ
◇
ｌ
◇
情
勢
も
、
校
内
の
様
相
も
、
Ｉ
◇
Ｉ
◇
Ｉ
五
、
高
校
後
期
昭
和
十
三
年
よ
り
昭
和
廿
五
年
ま
で
▽
句
用
汕
邨
ｔ
Ｊ
ｒ
ｒ
Ｄ
打
’
町
－
．
Ｐ
．
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Ｈ
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Ｎ
Ｈ
Ⅲ
狙
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Ⅲ
ｈ
肝
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Ⅲ
血
Ⅲ
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■
、
、
平
小
印
ｈ
川
冊
Ⅲ
Ⅱ
部
⑬
小
川
‐
ｉ
か
ｌ
ｗ
』
Ⅲ
Ⅱ
Ⅶ
１
扣
肥
『
、
Ｍ
Ｄ
Ｆ
，
ｌ
‐
い
１
０
Ｊ
水
Ⅲ
○
Ｍ
ｍ
Ⅲ
Ⅱ
Ⅲ
回
収
山
川
叩
釦
Ⅲ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅲ
叫
仰
Ⅲ
汕
砧
測
郎
Ⅱ
ｍ
ｈ
ｊ
Ｊ
ｗ
Ｍ
ｍ
Ⅲ
叩
Ｍ
Ｍ
Ｗ
杣
Ⅱ
日
パ
リ
り
い
ｌ
０
ｈ
Ｈ
ｌ
川
Ｉ
Ｄ
叩
も
‐
‐
・
川
抑
‘
０
１
川
‐
・
心
Ｉ
九
六
１
－
】
『ⅢＬｍｌ川一旧曰ぴｔｐ７ＩＩＩｌ・Ｉ祖‐Ｉｌｊ川０１川１町‐１－，１１‐‐‐帥筆者は、對談の内容を、學校長と配属將校に報告した。すると、配嬬將校は、直ちに司令部に赴き、歸って來て、副官
が、も一度會ひたい、とのことである。筆者は、とりあへず、ふたたび訪ねた。”上官に尋ねたところ、確に計薑はある
が、まだ具鵠的には決って居ない。若しも近く決ったら、何れは厄介になると思ふ。ただ、少少言ひ悪いことだが、近頃、
五高生の評判は、餘り良くない。それに、全國から來て居るのでへ早目にその事が世間に知れると、はなはだ困る。その
邊のことは、充分注意して賞ひたい。“と言ふ。“その事ならば、職を賭して劃艮堅くお約束する。やらして賞へるなら
ひ
と
ひ
と
こ
と
ば、他のやらない先に、最初の鍬入れから、願ひたい。念のため、唯一一一一己だけ、申して置きたい。評判の良くないのは、
誠に申課ないことだが、もしそれが、髪を長く伸したり、手拭をだらしなくぶら下げたりして居ることならば、枝葉末節
のことと思ふ。彼等も皆、善良な日本國民である。何事にあれ、筋の通った事なら、すなほに服従する。どうぞ、皮相の
評判に耳を仮さないで、結果を見て、批評して貰ひたい。“と申して歸つた。
かくて、教官會や作業委員會に於ては、豫定作業の成否如何に就いて、熱心に討議された結果、萬難を排して、決行す
ることになった。而して作業地の實地踏査、用具の借用保管、全校の往復輸遥、飲料水・果菓の給與等、固より全職員の
高
校
後
期
九
九
純情にして聰明な龍南人は、一部人士の皮相極まる誤解とは正反對に、時局の認識も、鋭く且彊かつた。而してそれを
更に昂揚させるためには、然るべき祗會奉仕なり、集團作業なりを、探し出す必要があった。しかし、それは容易なこと
ではない。
たのは、高級副官である。
筆者は、對談の内容を、
かくして創立五十周年は暮れたが、（中略）「自覺と權威」との妖けたる支離滅裂の龍南、一貫した思想と覇氣の峡け
た、枯死しつ狸ある龍南」（中略）極言すればさうであった。（中略）世は正に非常時である。美名に隠れた劃一主義、
順應主義を怖れねばならぬ。一部の軍人や政治家にのみ委ねるべきでない。（中略）この時に富り、學校はどうであらう
か
。
學
問
を
遊
ん
だ
り
、
生
活
を
遊
ん
だ
り
し
て
居
る
人
が
な
い
と
言
ひ
得
る
だ
ら
う
か
。
も
つ
と
行
動
的
で
あ
り
積
極
的
で
あ
る
と
い
ふ
事が、それ程難しい事であらうか。云云
と、績習學寮史には、歎鑿と糠慨を漏してあるのは、「高校前期」に於ける禁酒勵行の頃と似て居る。而してその行動的で
あり、積極的である事象として、菊池郡花房飛行場の除桑作業、翌年同慶の整地作業並に阿蘇道場の建設計豊等は、何れ
も全く生徒の自主的なものであった。いささか公私混精の嫌もあるが、端的に事實を記すことにする。
龍
南
へ
の
郷
愁
九
八
て、又一面には、自由思想の非難、インテリへの批判は、途に學生風紀取締となり、聞くも忌まはしい”學生狩“と稗す
るものが、断行されるに至ったのである。その邊の消息に就いて、今しばらく、龍南人の言に耳を傾けてみたい。
久しく寮を支配したデカダンスの残置は鰺積されて腐敗醗酵して、寮生は恰もそれを寮の眞髄であるかの如く誤解し、
今や如何ともし難い状態に立ち至つたかの槻がある。十二月十一一一日南京焔落の提灯行列が行はれたのであるが、之には
市内の高専が参加した。（中略）「乱雑の陣型とでも云ひたい状態をとって進んでゐる。（中略）之が五高生の本領かと思
ふ時、唖然たらざるを得なかった。（中略）殆どすべての五高生が遅刻したではなからうか。漸槐」ところで、之に對し
て十四日の熊日紙上に「五高を熱愛する一市民より」として投書があり、曰く、「龍南の沈滞叫ぱる国折から、その中心
生命たる習學生寮々生諸君、自覺して此弊風を打破されたし、最近風儀よるしからず。先日の提灯行列の状態は何ぞ。」
初夏の或日、十時校長から相談を受けた筆者は、偶と軍の機密事項を聞き、師團司令部に赴いて、刺を通じた。面接し
といふ風な意味のものである。（中略）
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Ｆ
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－
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■
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．
．
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０
０
■
●
０
ケ
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Ｌ
Ｄ
３
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白
：
■
！
ｒ
Ｖ
Ｐ
Ｉ
Ｐ
８
１
０
４
０
ｉ
Ｌ
‐
エ
圧
ｌ
・
Ｉ
・
Ｉ
花
一
房
の
飛
行
場
へ
は
、
翌
十
四
年
の
五
月
二
十
日
か
ら
、
五
日
間
、
地
均
ら
し
や
、
大
木
の
切
株
掘
出
し
作
業
に
、
前
同
と
同
じ
く
全
校
、
教
職
員
六
十
九
名
、
生
徒
七
百
七
十
四
名
（
一
年
一
一
一
百
十
四
名
、
一
一
年
一
一
百
一
一
一
十
五
名
、
｜
｜
｜
年
一
一
百
一
一
十
五
名
）
、
前
同
室
園
か
ら
の
電
車
を
愛
高
校
後
期
一
○
一
九
月
十
二
日
午
後
四
時
か
ら
、
講
弩
な
ど
も
、
特
に
記
し
て
置
き
た
い
。
四
月
二
十
六
日
、
青
草
萠
ゆ
る
武
夫
原
の
中
央
に
祭
壇
を
設
け
、
午
前
九
時
半
か
ら
、
靖
國
淋
祗
臨
時
大
祭
の
遥
拝
式
を
行
っ
た
こ
と
、
五
月
一
一
一
日
、
嘉
納
元
校
長
が
、
米
國
歸
り
の
船
上
で
急
逝
、
九
日
、
講
道
館
に
於
け
る
告
別
式
に
因
ん
で
、
午
後
四
時
か
ら
、
五
高
同
窓
會
そ
の
他
諸
團
艦
會
合
の
主
催
を
以
て
、
遥
拝
式
を
行
っ
た
こ
と
、
夏
季
休
暇
中
、
高
専
大
會
で
優
勝
し
た
、
剣
道
部
並
に
ホ
ッ
ケ
ー
部
の
た
め
に
、
九
月
十
二
日
午
後
四
時
か
ら
、
講
堂
に
於
て
疵
賀
會
を
催
し
た
こ
と
、
九
月
十
八
日
、
上
田
（
良
吉
）
教
授
の
、
鞍
岳
に
於
け
る
不
慮
の
遭
難
で
も
、
”
五
高
生
を
見
直
し
た
〃
と
謝
意
を
表
し
た
の
は
、
あ
な
が
ち
お
世
辞
で
も
な
か
っ
た
や
う
だ
。
此
の
作
業
に
就
い
て
、
續
習
學
寮
史
で
も
、
”
五
高
生
を
見
直
し
た
〃
１
に
は
、
次
の
や
う
に
記
し
て
居
る
。
日
、
知
命
堂
で
「
集
図
勤
勢
を
語
る
會
」
が
日
間
は
有
意
義
の
み
な
ら
ず
、
非
常
に
愉
快
Ｉ
。
ｌ
・
Ｉ
夏
休
も
例
年
よ
り
早
く
終
り
、
八
月
三
十
日
か
ら
は
、
授
業
の
開
始
に
先
立
っ
て
集
團
勤
努
作
業
が
行
は
れ
た
。
こ
れ
は
曾
て
な
か
っ
た
事
で
、
こ
の
年
は
じ
め
て
開
始
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
（
中
略
）
烈
日
の
下
、
師
弟
一
致
し
て
汗
と
土
に
塗
れ
つ
Ｌ
誉
々
と
働
く
姿
は
崇
高
で
あ
っ
た
。
作
業
が
終
る
と
全
校
一
齊
に
「
武
夫
原
頭
」
の
齊
唱
を
天
地
に
響
か
し
た
の
で
あ
っ
た
。
（
中
略
）
五
日
間
の
期
間
終
了
し
た
宮
九
月
三
日
に
は
、
武
夫
原
で
全
校
豚
汁
會
を
行
ひ
、
翌
四
日
、
知
命
堂
で
「
集
図
勤
勢
を
語
る
會
」
が
開
か
れ
た
。
結
局
、
話
は
師
弟
共
同
作
業
が
實
に
氣
持
の
よ
い
美
し
い
も
の
で
あ
り
、
こ
の
五
日
間
は
有
意
義
の
み
な
ら
ず
、
非
常
に
愉
快
で
あ
っ
た
事
に
一
致
を
見
た
。
(－）
龍
南
へ
の
郷
愁
一
○
○
協
力
一
致
の
成
果
で
は
あ
っ
た
が
、
發
頭
人
で
あ
る
筆
者
と
し
て
は
、
初
め
て
の
經
駿
だ
っ
た
の
で
、
此
の
作
業
を
押
し
き
る
爲
に
は
、
健
康
を
侍
ん
で
、
懸
命
の
努
力
を
借
ま
な
か
っ
た
。
け
れ
ど
も
、
自
謹
自
賛
に
な
る
の
で
、
豫
備
的
な
事
前
の
行
動
な
ど
は
、
知
る
人
ぞ
知
る
で
、
並
に
は
一
切
書
く
ま
い
。
ｌ
‐
◇
ｌ
・
’
１
既
に
し
て
、
全
校
、
教
職
員
約
七
十
名
、
生
徒
七
百
三
十
一
名
（
一
年
一
一
一
百
十
二
名
、
一
一
年
二
百
一
名
、
｜
｜
｜
年
二
百
十
八
名
）
は
、
菊
池
軌
道
室
園
騨
か
ら
分
乗
往
復
。
八
月
三
十
日
か
ら
、
五
日
間
に
、
而
も
時
に
は
茄
然
た
る
騨
雨
も
厩
は
ず
、
指
定
さ
れ
た
大
中
小
六
萬
餘
株
の
桑
を
、
四
日
半
で
完
全
に
抜
き
取
り
、
五
日
目
の
午
後
は
、
｜
齊
に
、
所
謂
庶
民
史
的
に
、
杜
甫
ば
り
で
云
へ
ぱ
、
〃
城
春
に
し
て
草
木
深
し
〃
の
感
あ
る
、
俗
に
”
西
郷
草
“
と
稲
す
る
、
長
く
延
し
こ
ぐ
己
び
た
醜
草
”
ひ
め
む
か
し
よ
も
ぎ
“
ま
で
も
抜
き
取
り
、
責
任
を
果
し
、
漱
喜
に
満
ち
、
意
氣
揚
揚
と
し
て
、
武
夫
原
頭
の
慰
努
の
宴
に
臨
ん
だ
の
で
あ
る
。
作
業
中
に
、
山
桝
督
學
官
や
、
司
令
部
か
ら
も
観
察
に
來
て
、
元
氣
溢
れ
る
仕
事
ぶ
り
に
、
感
服
し
て
居
た
。
軍
部
￣０
日
可
泪
Ⅲ
１
卜
(－）
」
(四） (二）
E･ロ
■
】
（三）
作業の恩ひ出（－）花房へ（室園にて）
作業の思ひ出（二）桑の根こぎ（現場にて）
作業の思ひ出（三）-つどひ（現場にて）
○
二○
作業の恩ひ出（四）西瓜を味ひつつ（現場にて）
(五） 作業の思ひ出（五）肉は少なけれど（武夫原にて）
PＴ
Ａ
航
南
へ
の
郷
呵
愁
一
○
四
へ
て
、
校
庭
か
ら
ト
ラ
ッ
ク
で
、
再
び
出
動
し
た
。
本
館
前
の
車
廻
し
の
存
在
が
、
こ
の
時
ほ
ど
判
明
し
た
こ
と
は
な
い
。
そ
の
記
念
に
も
と
、
わ
ざ
わ
ざ
運
ん
で
來
て
く
れ
た
一
株
は
、
加
工
し
た
上
で
、
講
堂
の
花
瓶
の
薑
に
で
も
し
た
ら
、
と
話
も
出
て
居
た
が
、
敗
戦
の
た
め
に
、
そ
れ
も
質
現
さ
れ
ず
、
本
館
の
開
か
ず
の
玄
關
前
に
、
雨
晒
し
に
な
っ
て
居
る
。
而
し
て
十
六
年
一
一
月
二
十
五
日
刊
行
の
”
龍
南
“
第
二
四
八
號
に
は
、
「
勤
勢
作
業
考
」
と
題
し
て
、
次
の
や
う
な
感
想
を
述
べ
て
居
る
。
つ
ち
く
れ
…
そ
の
間
を
老
師
が
生
徒
と
共
に
ザ
ル
瞥
祷
ら
土
蝋
を
抱
い
て
１
．
鰄
驫
一
心
老
讓
一
驚
麺
蘆
を
超
え
批
判
を
蕊
て
た
艫
ひ
た
む
き
の
又
、
繊
習
學
寮
史
に
も
、
か
つ
書
い
て
居
る
。
五
日
間
の
奉
仕
が
終
れ
ば
、
そ
の
當
日
は
武
夫
原
に
全
生
徒
圓
座
を
作
り
、
心
の
こ
も
っ
た
、
肉
の
少
い
豚
汁
に
舌
鼓
を
打
っ
た
。
山
形
教
授
並
び
に
軍
側
か
ら
某
大
尉
の
挨
拶
あ
り
、
和
氣
満
場
の
中
に
會
は
進
め
ら
れ
、
最
後
に
山
形
教
授
の
發
鑿
で
萬
歳
三
唱
、
つ
ぎ
い
て
總
務
委
員
の
音
頭
で
武
夫
原
乱
舞
は
は
じ
め
ら
れ
た
が
、
一
千
の
全
校
生
徒
一
齊
に
武
夫
原
頭
に
武
夫
原
頭
を
踊
る
壮
快
さ
は
言
舌
に
つ
く
せ
な
い
も
の
が
あ
っ
た
。
云
云
静
に
勤
努
作
業
を
省
み
る
に
勤
努
の
汗
の
中
に
生
れ
る
師
の
極
の
味
を
如
何
に
、
共
に
働
く
時
に
味
は
っ
た
事
か
何
に
皿
々
感
じ
た
事
か
。
學
徒
の
十
分
の
一
を
街
の
盛
場
で
検
束
し
、
遊
戯
場
へ
の
出
入
を
禁
止
し
、
酒
を
飲
む
な
、
茸
を
止
せ
、
い
か
め
し
い
矢
繼
早
の
不
可
爲
律
の
布
告
マ
マ
は
果
し
て
學
徒
を
肯
定
的
に
し
、
非
享
樂
的
に
し
た
で
あ
ら
ふ
か
、
學
徒
を
萎
縮
せ
し
め
、
大
人
し
く
引
込
ま
せ
た
か
も
知
れ
な
い
。
然
し
一
止
振
近
マ
マ
っ
て
そ
の
前
に
學
徒
は
果
し
て
輕
挑
浮
薄
で
、
唯
抽
象
的
理
念
を
欣
び
、
宵
践
を
倣
い
だ
観
念
の
遊
戯
に
終
始
し
て
ゐ
た
の
で
あ
ら
ふ
か
ｐ
…
：
。
…
…
而
も
前
後
一
一
一
回
何
れ
の
作
業
に
於
て
も
日
頃
倣
席
勤
怠
の
麩
に
つ
い
て
注
意
を
受
け
て
ゐ
た
所
謂
怠
け
畢
生
で
も
他
の
何
人
に
劣
ら
ず
働
き
、
返
っ
て
他
を
誘
導
す
る
程
の
活
躍
を
見
せ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
．
．
…
．
や
わ
ら
ぎ
静
に
勤
努
作
業
を
省
み
る
に
勤
努
の
汗
の
中
に
生
れ
る
和
ほ
ど
人
の
心
を
温
か
く
す
る
も
の
は
な
い
。
卑
近
な
例
に
日
頃
威
厳
と
椛
威
に
満
ち
た
師
の
極
の
味
を
如
何
に
、
共
に
働
く
時
に
味
は
っ
た
事
か
。
四
膿
的
活
動
の
眞
個
を
知
り
、
人
間
性
と
人
間
性
の
美
し
い
融
合
を
勤
労
の
汗
の
中
に
如
行
動
の
欣
ぴ
が
溢
れ
て
ゐ
た
。
Ｉ
ｑ
花房飛行場第二次作業（前方右端は山形教頭）
ｌ
◇
１
１
・
Ｉ
こ
の
作
業
の
際
、
師
凰
の
幹
部
た
ち
が
硯
に
來
た
こ
と
が
あ
る
。
筆
者
は
、
山
形
教
頭
と
と
も
雁
、
案
内
し
て
廻
つ
た
が
、
今
は
亡
き
小
島
名
譽
教
授
が
、
黙
黙
と
し
て
、
シ
ヤ
ヘ
ル
を
両
手
に
、
地
均
し
中
の
庭
に
行
く
と
、
「
勅
任
教
授
の
小
島
先
生
で
す
。
」
と
、
散
て
〃
勅
任
教
授
〃
と
披
露
し
た
こ
と
を
、
想
ひ
起
す
。
豫
期
以
上
に
作
業
が
進
捗
し
て
、
五
高
の
名
を
高
か
ら
し
め
た
所
以
の
一
つ
で
は
な
か
ら
う
か
。
而
し
て
第
一
一
一
日
の
一
一
十
一
一
日
は
、
恰
も
宮
城
前
廣
場
に
於
て
、
全
國
學
生
代
表
に
對
し
て
、
”
御
親
閲
”
が
あ
る
こ
と
に
な
っ
て
居
た
の
で
、
午
前
十
時
、
作
業
場
よ
り
、
東
方
遥
拝
を
行
っ
た
。
本
校
か
ら
も
、
岡
本
・
竹
原
一
一
一
教
授
に
引
率
さ
れ
て
、
十
名
の
生
徒
が
参
加
し
て
居
た
の
で
あ
る
。
ｌ
◇
Ｉ
・
Ｉ
龍
南
生
活
の
深
い
思
ひ
出
の
一
つ
が
、
十
四
年
の
”
阿
蘇
道
場
“
の
建
設
で
あ
り
、
十
五
年
以
後
、
添
野
校
長
を
中
心
と
す
る
、
そ
の
生
活
で
あ
っ
た
こ
と
も
、
否
定
出
來
ま
い
。
嘗
て
非
公
式
な
が
ら
、
〃
阿
蘇
道
場
の
記
”
を
頼
ま
れ
た
こ
と
も
あ
る
が
、
構
想
を
練
る
間
に
時
が
經
一
○
五
■
■
ｊ
別
口
ロ
■
回
■
■
■
頂
】
１
１
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２
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１
１
－
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０
０
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０
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利
Ｈ
１
■
■
右の
事
情
で
、
や
む
な
く
延
ば
せ
る
だ
け
廷
し
て
居
た
筆
者
は
、
基
礎
工
事
が
了
ろ
の
を
待
っ
て
、
九
月
一
一
十
八
日
、
在
外
研
究
員
と
し
て
、
、
、
、
、
北
京
へ
の
行
を
啓
い
た
。
而
し
て
筆
者
は
、
生
徒
た
ち
の
意
中
を
酌
ん
で
、
落
成
の
環
に
は
、
大
阿
蘇
寮
と
で
も
名
づ
け
た
か
っ
た
が
、
一
日
一
、
、
、
、
露
任
し
て
み
る
と
、
阿
蘇
道
場
と
命
名
さ
れ
て
居
た
の
で
あ
る
。
つ
い
で
に
一
言
し
て
お
く
が
、
測
量
に
は
、
池
田
教
授
が
、
學
校
の
レ
ベ
ル
や
ト
ラ
ン
シ
ッ
ト
を
運
ん
で
、
増
永
（
土
木
）
・
吉
村
（
建
築
）
雨
工
學
士
と
、
そ
の
衝
に
當
り
、
八
月
五
日
、
師
弟
共
同
鍬
入
れ
を
爲
し
、
基
礎
並
に
建
築
の
工
事
は
、
奎
責
任
を
以
て
、
増
永
君
が
之
に
常
ｂ
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
用
の
水
桶
は
、
吉
村
君
の
寄
贈
に
よ
り
、
水
は
麓
か
ら
、
．
ハ
ヶ
ッ
で
リ
レ
ー
式
に
運
び
、
夜
分
、
放
牧
の
牛
群
に
飲
み
干
さ
れ
る
の
を
防
ぐ
た
め
に
、
繩
張
り
を
す
る
な
ど
の
、
珍
風
景
も
あ
っ
た
。
而
し
て
面
倒
な
會
計
寓
端
は
、
藤
井
法
學
士
に
負
ふ
所
が
大
で
あ
高
校
後
期
一
○
七
臣1分凸
又
勢
力
の
問
題
は
、
全
校
職
員
生
徒
の
協
力
一
致
の
作
業
に
よ
っ
て
解
決
し
た
。
夏
休
中
、
基
礎
工
事
を
行
ふ
事
と
な
り
、
休
中
で
あ
っ
た
が
生
徒
に
樋
を
發
し
て
招
集
し
た
虚
、
わ
ざ
人
Ｉ
自
費
で
來
り
参
じ
て
建
設
作
業
に
徒
事
す
る
者
延
数
百
に
達
し
、
炎
天
の
下
、
蚤
と
蚊
に
燗
ま
さ
れ
？
杉
の
根
掘
り
斜
面
の
切
開
き
等
に
努
力
を
傾
注
し
、
更
に
傳
へ
聞
い
た
各
地
の
先
輩
來
り
、
自
ら
も
つ
こ
を
婚
ひ
石
を
割
り
、
師
弟
、
先
輩
（
石
坂
繁
君
、
澤
田
有
志
夫
君
、
そ
の
他
ｌ
筆
者
註
）
一
致
し
て
尊
い
勤
螢
が
續
け
ら
れ
、
之
は
二
學
期
以
後
も
ず
っ
と
領
け
ら
れ
、
か
く
て
阿
蘇
道
場
は
十
五
年
竣
工
し
た
の
で
あ
る
。
駿
介
氏
（
同
窓
、
ら
れ
た
。
（
中
略
）
は
、
伐
採
後
の
残
り
の
杉
の
立
木
や
、
裏
手
の
楡
の
立
木
の
間
伐
な
ど
で
あ
る
。
筆
者
註
）
こ
こ
に
熊
電
杜
長
中
島
爲
喜
氏
（
同
窓
、
筆
者
註
）
を
委
員
長
と
す
る
建
設
委
員
倉
を
作
っ
た
。
入
手
難
に
悩
ん
だ
蛾
板
は
、
中
島
氏
が
菊
池
の
發
砥
所
改
造
に
よ
る
廠
品
を
譲
っ
て
く
れ
、
釘
は
縣
知
事
近
藤
駿
介
氏
（
同
窓
、
筆
者
註
）
の
手
よ
り
入
手
し
、
増
永
先
誰
自
ら
測
量
工
事
を
引
受
け
て
下
さ
る
等
、
先
輩
の
絶
大
な
る
後
援
に
よ
っ
て
工
事
が
進
め
ｈ
ｈ
ニ
ゾ
ー
庁
□
‐
●
曲
Ｂ
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ｌ
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Ⅱ
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・
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１
０
龍
南
へ
の
郷
愁
ｌ
◇
ｌ
◇
Ｉ
■
￣
盟強１
露
割蘇道場の作業
一
○
六
っ
て
、
遂
に
果
さ
な
か
っ
た
の
で
、
こ
の
機
會
に
、
績
香
學
寮
史
に
、
代
濤
し
て
賀
ふ
こ
と
に
し
た
い
。
他
の
重
要
な
護
と
は
、
阿
蘇
道
場
の
建
設
で
あ
る
。
七
月
、
當
時
の
龍
南
會
総
務
武
藤
貞
英
氏
、
扇
山
俊
郎
氏
を
中
心
と
し
て
、
始
め
て
そ
の
護
が
起
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
意
圃
す
る
庭
は
阿
蘇
登
山
の
五
高
生
の
爲
の
快
い
足
場
と
し
て
山
中
湖
畔
の
一
同
の
そ
れ
の
如
き
校
外
寮
と
も
い
ふ
べ
き
性
格
の
も
の
を
建
設
す
る
計
蜜
で
あ
っ
た
。
校
長
官
舎
を
訪
れ
た
庭
、
校
長
も
そ
の
趣
旨
に
は
賛
成
な
れ
ど
、
相
當
困
難
な
大
事
業
だ
か
ら
輕
畢
を
値
み
熟
考
す
る
様
勧
告
あ
り
、
他
日
再
び
倉
合
し
て
識
を
練
る
事
と
し
て
別
れ
た
が
、
そ
れ
よ
り
武
藤
。
輻
山
雨
氏
は
學
期
試
騒
中
に
も
不
拘
奔
走
し
高
森
教
授
を
訪
れ
、
（
此
時
先
生
は
丁
度
試
騒
中
の
事
と
て
、
黙
貰
ひ
の
誰
か
と
思
っ
て
玄
關
佛
ひ
し
よ
う
と
云
云
）
校
長
か
ら
積
極
的
賛
同
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
事
を
告
げ
て
、
そ
の
御
協
賛
を
乞
ひ
、
校
長
か
ら
具
魑
的
計
盗
な
き
事
を
指
摘
さ
れ
た
の
で
、
ま
づ
資
金
と
土
地
の
問
題
を
解
決
せ
ん
と
し
、
高
森
先
生
の
御
協
力
で
、
増
永
茂
已
氏
、
吉
村
常
助
氏
、
藤
井
利
七
氏
の
三
先
輩
よ
り
基
金
六
千
回
の
提
供
を
得
、
Ｃ
時
立
替
、
筆
者
註
）
土
地
は
内
牧
町
長
に
雨
總
務
の
直
接
交
渉
に
よ
っ
て
、
内
牧
町
長
小
島
氏
も
大
い
に
感
激
し
て
町
有
地
一
瓦
坪
を
無
償
街
興
さ
れ
、
更
に
同
農
業
會
長
、
同
地
方
青
年
画
長
（
現
在
、
含
議
室
に
掲
げ
て
あ
る
、
文
展
入
選
垂
の
作
者
坂
本
氏
、
筆
者
註
）
に
も
意
の
あ
る
所
を
告
げ
た
塵
、
こ
れ
ら
の
人
々
も
そ
の
趣
旨
に
双
手
を
あ
げ
て
賛
同
し
て
く
れ
て
土
・
材
木
な
ど
を
無
償
提
供
し
て
く
れ
る
事
に
な
り
、
（
材
木
一
］
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．
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ｓ
五高もなくなり、總合大學となった今日では、當局や學生の關心も薄らぎ、その管理や瞥繕にも事妖きがちで、利用度
も至って少くなってしまった。全く憎いことである。既に記したやうに、阿蘇道場は、殆ど同窓の鱸金によって出來たの
で、道場部長飯島教授の手記、同窓會報第十四號（昭和十六年六月廿五日發行）の記事を、節略輔記することにした。
つた。道場の裏手、外輪山の中腹を奮道が通って居りますが往昔参観交代の頃の通路だと聞いて居ります。その道の傍につ
いさき頃まで茶店があったといふ庭に少し許り、水の湧いてゐる庭がありましたがそこを手入して、入浴までは出來な
いが、その他の事には事足りるだけの用水も出來ました、水は地中に埋めた樋を約一一百米許ｂ通って道場の水槽へ注ぎ
ます、その他炊事場、屋外洗足場などの設備、家番として老夫婦を依嘱するなど萬端の用意が整って参りました。夏休
すＡ中略）
かくて（道場贈呈式が行はれたＩ筆者）次の日曜日、二月一一十八日には添野校長や多数の教授たち總務部の學生など
道場を訪れました。道場は内牧騨より約四粁、平坦な道路を北へ進んで温泉の多い内牧町に將に入らんとする手前、駄
原といふ部落で左に折れみくぼ橋を渡り田圃の中や池の畔りを過ぎて高森教授の筆になる阿蘇道場の碑が立ってゐる庭
から外輪山を僅かに登った地鮎にあります、そして熊本から内牧町の方へ行く定期の．ハスもその碑の傍を通って居りま
書くことは遠慮し度い・（中略）
略
里_ノ道場部として夏休みに學生三名を富士の裾野の不一一道場に遙り一週間の道場生活をなさしめましたが、これも阿蘇道
場の生活確立に寄與する所あらんとの會長の微意に外ならないと思ひます。かくて夏休み直前には龍南會総務部から道
場を利用するやうに一般會員に通告し且つ夏休暇中五日間づ二一一回に亙（原、互）って道場生活を試みる計聲を發表し
て有志學生の参加を求めました。尤もその時は、夜具も漸く十人分だけしか整ひませんでしたが現在では物資不足の折
柄ではありますが、次々に求めて四十一一一人分程整へてあります。（中略）
これ迄の合宿修練は大抵一同が五日乃至六日に渡って行はれて居ります。咋十五年夏休み初めの七月十一日より一一一學
期末である本年一一月中旬へかけて道場宿泊學生は廷人員にし（て）四百十人許り、そのうち同一人で一一一回も五回も参加
した有志のものもあって個人別にすれば一一百六十人余りでした。同窓會員の來場宿泊者もその間に十九人程ありました。
みには總務二人がインターハイの鑿援に行った歸途伊勢赫宮に参拝し道場へも大麻を奉祀する運びになりました。（中
〔備考〕
（下略）
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阿蘇道場のことに就きましては會長の御挨拶の中にも知足齋漫筆（同誌所録筆者稿）の中にも出て居りますので私が
道
場
の
合
宿
龍南會總務部主催夏休第一同合宿（調和十五年毬騨一館）
十一一日曇、夕立、五時起床、道場最初の國旗掲揚、心經讃謂后暫時靜坐、朝食、八ｌ九添野校長の白隠和尚坐輝和讃
講義九’一○校長を中心に坐談、十一一時過校長歸熊それより十一一時迄國旗掲揚柱下の薮挑作業、中食、午后一一’四
靜坐その后一一一人連れで田圃の中の部落の温泉に行く。夕食、七時徳永總務來場参加七・一一一○’九・一一一○靜坐、十時
一○九
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Ｉ五月某日のノモンハン事件、九月一一一日の、第二次ヨーロッパ大戦の勃發等も、記すべきことであらう。更に又、六月某日、あの悲劇的な断髪が敢行されたことも、一部の龍南人には、忘れ得ないことであらう。 この年、學校では、四月一一十一日、講堂に於て、戦喪せる峯助教授のために、慰鍵祭を行ったこと、七月七日、支那事愛二周年の記念式に重ねて、興亜青年勤勢報國團参加者、小山（直之）教授及生徒五名のために、壯行會を行ったこと、八月一一一十日より、心身鍛練週間の實施、前年中止の運動會を、“禮育大會“として筆行したことなどがあり、園際的には、ｌ◇ｌ◇ｌ昭和十五年は、今でこそ、祗會の、學界の、問題となって居るが、當時は、園を學げて感銘を深うした、紀元二千六百トンリン年であった。筆者も、一一月十一日、北京東軍練兵場の祇賀會に臨んでは、「敬頌皇紀一一千六百年」の長編の漢詩や、「いくそたび歌ひしけふのほぎうたを歌ひつつもるの眼あつしも」などの駄作を試みたが、母校に於ては、その佳辰を卜して、一月十日退任した十時氏に代ったばかりの添野校長に對して、同窓倉代表赤星典太氏から、道場の贈呈式が行はれた。皇紀一一千六百年覗賀式が行はれた、十一月十日には、龍南會を再組織して、龍南學徒國團が結成された．髄南會すらなくなった今日からすれば、報國團の出現は、恰も一夜の嵐のやうな感じがしないでもない。然しながら、龍南の歴史上では、特筆さるべきものであり、且又、日に日に逼迫しつつあった、國家の態制や時局の様相が察せられるものでもあるが、筆者外遊中の出來事であったので、五十年史に於ける龍南會規則に倣って、かたがた、報國團の規則を列墨した後、阿蘇道場と同じく、樋口教授の手記に成る、會報第十四號の記事を鱒載することにした。 組別道場行の行事は大艦次の通り・初日午前八・九分立田ロ騨發、内牧騨より徒歩、一○・’’’○道場着、手を洗ひ、國旗掲揚、足を洗って、紳前禮拝（一一拝二拍手一拝）ふき掃除二・一一一○持参の辨當、十一一・一一一○’一一一、作業一一一・一一一○’五、入浴等、五、國旗降納、黙祷、靜坐六、夕食七’八・一一一○訓話座談等八・’一一○’九、靜坐、掃除九・一一一○就寝一一日目、五時起床、洗面、ふき掃除、榊前へ供物、禮拝、相互の朝の挨拶、國旗掲揚、宮城遥拝、青少年一一賜リタル勅語奉讃禮操、靜坐、七、朝食八’二・一一一○作業正午中食、掃除后道場出發徒歩一・五八内ノ牧騨發歸熊（下略）（昭和一六・五・一一○） 十四日、風雨強し、五時半起床、六・一一○’七、靜坐朝食、八’九請書九’一○・四○靜坐、その後十一一時迄請書中食后一一一・一一一○迄護書一一・一一一○’四・一一一○靜坐、その頃風雨烈しく諸庭に雨漏り地下室の窓硝子など吹落さる夕食后七・一一一○’八・一一一○靜坐、坐談、十時就寝（中略）××第一陳第二陳第三條第四條高 龍南への郷愁まで坐談、直に就寝（中略）本四ハ第五高等學校龍南學徒報國囲ト稲ス本国ハ第五高等學校職員生徒全部ヲ以テ組織ス本圃ハ報國精紳ノ艘得ヲ目的トシ學行一如心身ノ修練ヲ圏リテ以テ負荷ノ大任ヲ全ウスヘキ人物ヲ錬成ス本國一一左ノ総務部及上各本部ヲ置ク枚後期 ○龍南學徒報第一章総則 ××Ｉ◇ｌ◇Ｉ龍南學徒報國囲規則 １１２い、円肚・〈卯・肉刑がⅢⅢ〆iｌ１ｌｌｌ一○
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第一一十四條生徒役員ノ任期ハーヶ年トス（一月一日ヨリ十二月一一一十一日マテ）
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第一一十五條職員ハ本圃ノ經費トシテ毎年総計金七百圃ヲ醜出スルモノトス
職員ハ阿蘇道場部ノ經費トシテ毎年総計金壹百五拾圓ヲ醗出スルモノトス
第二十六條生徒ハ本圃ノ經費トシテ第一學期二金四園五拾銭第二學期二金参回五拾銭第一一一學期二金敵圃五拾銭ヲ毎學期授業料
納付期日一一紬ムルモノトス
第二十七條新入生徒ハ入園費トシテ金夢圓五拾銭ヲ納ムルモノトス
第二十八條毎年一月一日ヨリ同年十二月一一一十一日マデヲー會計年度トス
第二十九條囲長ハ毎年十一一月中二次年度ノ豫算ヲ決定スルモノトス
第三十條阿蘇道場部及上集會所部ノ會計ハ特別會計トス
（以下第三十五條マデ省略）
－１
貝
第一二十六條本規則ハ昭和十四年十一月十日ヨリ質施ス
第
九
陳
第
十
條
第
十
一
陳トス
第
五
條導ス
第
六
催
第
二
章
役
員
第
十
二
煤
本
圃
一
一
左
ノ
職
員
役
員
ヲ
置
ク
第
八
條
第
七
條 龍
南
へ
の
郷
愁
一
一
一
一
。
｜
総
務
部
、
一
鍛
錬
本
部
、
一
國
防
訓
練
本
部
、
一
文
化
本
部
、
一
生
活
本
部
陳総務部ハ本囲ノ中心トシテ本圃ノ目的達成ノ任二當ルト共二各部ノ事業一一關シ企震統制並二經理ヲ行上事業ノ運行ヲ指
高
校
後
１
期
￣
鍛錬本部ハ掻健ナル艘躯ノ練磨淵達ナル氣宇ノ酒養ヲ目的トシ左ノ諸部ヲ統轄指導ス
ー般禮錬部、
一
剣
道
部
、
一
柔
道
部
、
一
弓
道
部
、
一
陸
上
競
技
部
、
一
山
岳
部
、
端艇部、
一
水
泳
部
、
一
野
球
部
、
一
庭
球
部
、
一
排
球
部
、
一
寵
球
部
、
ァ式蹴球部、
一
ラ
式
蹴
球
部
、
一
ホ
ッ
ケ
ー
部
、
國防訓練本部ハ國防一一資スル訓練ラナスト共一一國防思想ノー掴養ヲ目的トシ左ノ諸部ヲ統轄指導ス
射撃部、
一
騎
道
部
、
一
銃
剣
道
部
、
一
自
動
車
部
、
一
航
空
部
、
一
通
信
部
文化本部ハ學藝ノ研究ヲ奨勵スルト共一一深奥ナル教養高潔ナル情操ノ掴養ヲ目的トシ左ノ諸部ヲ統轄指導ス
科學研究部、
一
雑
誌
部
、
一
辮
論
部
、
一
音
樂
部
、
一
學
藝
部
生活本部ハ生活印修養ノ理想並一一生活全般ノ刷進向上ノ寳現ヲ目的トシ左ノ詩部ヲ統轄指導ス
阿蘇道場部、
一
修
養
部
、
一
集
會
所
部
、
｜
厚
生
部
生徒ハ必ス鍛錬本部又ハ國防訓練本部所属ノ何レカノ部一一加入スルモノトス
各
部
ハ
本
圏
ノ
使
命
ヲ
魑
シ
其
ノ
部
以
外
ノ
モ
ノ
一
一
對
シ
テ
モ
其
ノ
施
設
ヲ
利
用
セ
シ
メ
全
員
學
ツ
テ
本
圃
ノ
目
的
達
成
ニ
努
ム
ル
モ
ノ
園
長
一
名
學
校
長
之
一
一
當
ル
總務部長一名、
一
繩
本
部
長
各
本
部
一
名
宛
、
第
三
章
附
倉
卜
總務部理事若干名、内、常任理事一名、庶務理事一名、會計理事一名、
｜
部
長
各
部
一
名
宛
、
一生活本部理事若干名、
一
本
部
附
若
干
名
、
！
…
部
幹
事
各
部
二
名
宛
、
餌剛劉劇剥爵劇烈謝脚謝謝Ⅲ刺川脚糾鋤聯圃刻印翻謝鋼叡鰐勵倒釧剥制創馴勵剥靴剛卿勵騨駒鯏剖馴糾劉即耶緋勘制副僅勵墹札Ⅲ剛間剛
（學校一覧）
組
幹
事
各
組
一
名
宛
教
授
樋
口
兼
雄
一一一
ｌ
‐
‐
‐
‐
ｉ
ｌ
ｉ
１
‐
‐
Ｉ
ｌ
１
１
ｌ
ｌ
ｉ
ｌ
ｌ
。
。
。
lil
li
報國園の組織に關しては、別記團則に明らかでありますが、簡軍に解説を加へまして、其の大要を申し述べます。報國團は學
校長たる園長の統裁の下に、総務部、鍛錬本部、國防訓練本部、文化本部、及び生活本部の五部から成って居ります。
総務部は報國圏の中心となって、至禮の企書統制經理を掌り、すべての事業の推進力となるものであります。霞龍南會に於け
る総務部は推進力たる性質を有って居りましたけれども、すべて生徒自身の自治的運誉に任せられて居った鐸で、學校當局は監
督者としての立場に在ったに過ぎません。新組織に於ては、之れが學校教育上の修練組織であること、師弟同行と云ふ黙より、
教職員生徒協力し、學校當局は積極的に之を指導し、・育成すると云ふ形になって居ります。尚生徒の役員も選畢の結果に依って
任命するのではなく、園長が人物識見が眞に報國圃の幹部として使命を寶践し得る者を任命することになって居ります。叉豫算
も所謂豫算會議に於ける多数決によって決定されるのではなく、総務部が各部の要求を査定し、園長が之を裁定する仕組になっ
て居り、昭和十六年の豫算は此の方法で充分圓満に決定することが出來ました。
鍛錬本部は報國團の使命とする心身の鍛錬を目的とし、國防訓練本部は之に加ふるに、直接國防に資する訓練を併せ資施する
を目的とし、生徒は必らず此の雨本部所属の何れかの部に加入することになって居ります。鍛錬本部所属の部は武道連動（原、
高
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以上の目的達成に就きましては、我々教職に在る者も、勿論十一一分に過去を反省し、固き信念と新なる覺悟を必要とします。
されば新組織の結成以來、園長始め教職員一同は、一意師弟同行の精紳を以て、率先躬行、事に富りっ魁あります。併し蕗鵠制
の残搾を悉く除去して、新報國團の健全なる發展を圖ることは中々容易でありません。同窓會員各位には、五高と一心同魑であ
った薔龍南會の解膿に付き、甚だ名残を借まれ、感慨無量の事と推察するのでありますが、新組織の精静には心から御賛同の事
と信じて疑ひません。各位が此の修練組織の發展の篇に、陰に陽に御援助下され、且つ忠言を賜はらんことを切望致します。昨
年同窓倉有志の方が、進んで阿蘇に修養道場を建設し、龍南會に寄贈して下さいましたことは賀に先輩各位が、五高生の修養を
念とせられた結果に出た事でありまして、新組織に充分理解ある證左として感謝に堪へ』ない次第であります。此の修養道場は、
阿蘇道場の名の下に、報國團に於て引継ぎ、皇國民たる道を實践すべく活用して居ります。恐らく、先輩の母校に對する好意と
景勝の地阿蘇に位置する道場は全國高等學校の羨望の的であり、修養道場の模範でありませう。
昭和十五年十一月十日皇紀一一千六百年祗賀式の翠行された桂き日を期し、五十有餘年の傳統を有する龍南寳は、所謂發展的解
消を鐘げ、之に代って龍南學徒報国圏が結成されましたことは、同窓倉員各位も既に御承知の事と存じます。斯く報國圏が結成
されました所以は、云ふ迄もなく、現下の新艦制の使命とする萬民翼賛の賞を墨ぐべき國民組織を再編成するの要求に應じて學
校に於ける修練組織の再編成及び之が充宵にあります。図則第三條に『本圃ハ報國精跡ノ篭得ヲ目的トシ學行一如心身ノ修練プ
圖リ以テ負荷ノ大任ヲ全ウスヘキ人物ヲ練成ス』と規定し、本圃結成の目的が新艘制の精紳に副ふ修練組織の編成にあることを
明かに示して居ります。勿論奮龍南會の傅統精跡も、決して如上の趣旨に背馳して居ないことは、高森教授編著の『五高五十年
史』を一誼すれば容易に知り得る所であります。けれども、五十有除年来の校風が、先輩各位の刻苦精勵の賜であることは忘れ
られて、兎角その表面のみが模倣せられ剛毅木納質寳剛健の美風は、弊衣破帽放縦不規律と認られその弊は此の未曾有の時局に
際し、龍南一千の健兒をして、その向ふべき道を課らしむる虞がないではありません。加之、個人主義自由主義の思想は高校生
活に根掻く浸潤して、理論に走り批判を事とし、資践之に件はず、勤努を厭ひ、囲艘的訓練、統制ある行動を蔑覗するの風潮あ
ったことは否定出來ない事資であります。以上の弊風は夙に識者の指摘した所でありまして今迄に當然對策を講じなくてはなら
ない所であったのですが、此の新組織の確立に依って、抜本的對策を樹立し得ましたことは、以て幸ひとすべきであると信ずる
次第であります。
更に、新組織の報國團に於ては、軍に從來の弊風を除去する仁止らず、進んで心身修練の賞を學げる様努力しなければなりま
せん・之が鳥には、學行一如、生活印修養の道の宵現を以て本旨とすべきであります。されば、生徒をして一層學業に精勵せし
め學徒たるの本分を格守せしむると同時に、將來國策鐘行の指導、推進の大任を全うすると云ふ高邇な理想の下県膿躯を錬磨
し、氣宇を澗逵にし、品性を陶冶し、高尚なる教養、深遠なる識見を義はしめることが必要であります。報国園は此の使命達成
に遺憾なき様、充分に考慮した積りであります。
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に含めて居ります。
國防訓練本部は、現下の國防訓練の要求に應じて、蕾龍南會に存した騎道部（馬術部の改稲）の外に新たに射撃部、銃剣道部、
註
註自動車部（未だ質施せず）航空部（グライダー、防空訓練等）通信部を設けました。此の中、通信部は目下モールス信號、電話
通信の訓練を資施して居り、將來は無線通信も實施の豫定でありまして、此の部は恐らくは他校に類を見ない、本圃の特色とす
以上は大艘心身鍛錬に關する部門でありますが、學問、教養、及び情操に閥して間決して等閑に付してゐる課ではありません。
即ち、文化本部に、科學研究部（精紳科學及自然科學を含み且つ十有餘の班に分れる）雑誌部（部報、研究報告、文藝等）辮論
部、音樂部、學藝部（詩歌研究、書道、緒、震、映謹等）があって、高校生活に於ける文化活動の施設の充寳を期して居ります。
而して文化活動の根本煙科學研究に於ては、學業に於て學んだ基礎理論の艘得、科皐精紳の把握であり、教養、趣味に於ては、
享樂に溺れることなく、眞に學徒に相應はしい健全にして高潔なる教養、趣味であるべく、教職員の指導協力と相俟って、此の
部門が充分に、其の使命を果すであらうことを信じます。
次に生活本部には、生活印修養、修養印生活の理想を掲げ、生活全艘の刷新向上を圖る目的を以て、阿蘇道場部、修養部、集
會所部及び厚生部が屈して居ります。阿蘇道場部に就いては、別に詳しく紹介があると思ひますから此庭では省略しますが、前
にも述ぺました通り、道場こそは資に報國精紳艦得の殿堂であり、龍南精紳發揚の境地であります。阿蘇道場に於て道に精進す
るの精紳は勿論全生活を通じて賀践せらるべきであります。（下略）
、一一一ハ
龍
南
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郷
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道）競技に風するもので、十五部より成って居ります。之は龍南會に於けるものと愛りはないのですが、只此の中に一般艘錬部
なるものがあり、之に關しては説明を要すると思ひます。一般禮錬部が設けられました所以は、第一に各部の收容人員、設備に
限度がありますので、従来の部のみならば全生徒が加入致しますと、鍛錬に支障が生ずる虞がありますから、收容人員に限度の
ない部を設ける必要を見た鐸であります。第一一には、病氣、身艘の故障等により部員としての鍛錬に堪へない者があります故そ
の對策の必要から出て居ります。一般艘錬部は主として禮操、遠足、勤勢作業、合宿訓練等を實施し、便宜上、機械艦操班も之
る所であります。
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「
ｌ
筒、この年に記し置くべきことは、一一月八日の山形教授（教頭）・四月三十日の十時前校長の逝去、同窓會成立當初より、
十年一日の如く精勵した、書記松本修一君の退職渡支、五月一一十一一日、御親閲記念の學式後、東西両軍に分れての發火演
習、五月一一十八・九両日の東光原一部の開墾並に稗植付、七月七日、支那事愛一一一周年記念の學式後、興亜學生勤勢報國隊
北支蒙謡派遣除参加者、竹原（東ご教授及生徒四名の壯行會、九月十七日、その槻迎會に翁ねて、弓道部優勝の耐賀
會、十一一月五日、故從一位大勤位公爵西園寺公望の國葬に因んで、武夫原に於ける拝禮式等であらろうか。又、九月一一十
八日、寮生が、慰問袋五十個を聯隊厘司令部に戯納して、大いに感謝されたことも、頼もしい美學であった。
昭和十六年、一一月一一四日の夜、講堂に於て、報國團の主催を以て、ドイツ文化協會貸與の映書観賞、四月一一十一日、午
前十時より、講堂に於ける、デュルックハイムの講演（筆者は、一一一月末日歸任。當時、東京都小金井の浴恩館に於ける、
全國大學高専報國團鍛錬部長講智會参加中で、前年の諸事と共に明記し難い。）等は、去る十三年一一月三日夜の、ヒットラ
ー・ユーゲントに閥する講演並に映鍵會や、同年十月一一十九日、ヒットラー・ユーゲント一一一十五名の來熊などと共に、ド
イツとの親善を物語るものと云へよう。又、五月四日のボート・レースの際、特に白衣の勇士五百餘名の來観も、時局の
龍南學徒報國團員数一覧（昭和16年５月21日）一相と申すべきであらう。
七・八月の交には、竹原教授及生徒五名、興亜學徒勤努報國隊中支派遣隊に参加し、九月十七日には、八月九彫の文部
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その後、同窓の回佛末吉君の寄附により、一蔓を購入して、自動車部が出来、熊本の紳商故古莊政吉氏の寄附によって、モー
③
ルス信號の器械類が整ひ、部としての活動もふ大いに活溌になった。
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省訓令第二十七號に基づいて、”學徒報國團特設隊“が編成され魁その月の二十一一日より一一十七日まで、全校、菊池郡合
志村の、陸軍射的場設置の土工作業に従事した。この時も、歸任後聞もない筆者は、前記東光原稗植付の如き、些些たる
作業に不満を懐いて居た生徒の、自發的な要望に動かされて、このことを探知し、陰に陽に、微力を致したが、私事に亙
るので、述べない。ただ、飛行場雨度の作業と同じく、輪遥など、増永君の協力に俟つものが、極めて大であったことだ
けを記しておく。十月十日の記念式には、兼ねて、職員Ｃ卒業生の戦没者十九名の慰蕊祭が行はれ、十一月十八日より
一一一日間、一一一年生及二年生は、鹿本郡山内村外四箇村へ、一年生は、飽託郡供合村へ、奉仕作業に出動した。
昭
和
十
六
年
度
集
團
勤
努
作
業
調
査
近衛第三次内閣に代って、東條内閣が出
ｌ
◇
Ｉ
◇
Ｉ
昭和十七年、二月十六日には、早くも、第一一一學年の叔別式が行はれ、同十七日には、午後一時より、武夫原に於て、戦
捷第一次祗賀式を行った後、藤崎蔓の招魂牡に参拝した。一一一月一一一十日の、弾部省令第一一一十一號に依る臨時措置として、第
一一一學年は、四月一日に始り、九月一一一十日までとなって、半年間短縮され、一年の中に、一一回の卒業生を出すに至ったのも、
時局の然らしめたものである。而して同月十八日の午後四時に、警戒警報、同一一十分には、空襲警報が發令されたので、
直ちに非常召集を行ひ、寮生も各と部置に就いて警戒に富つたが、六時半には、無事解除された。五月四日にも、午後六
時四十分に、警報發令、本校防護團幹部及特別警備隊員は、直ちにそれぞれの警備に就いたが、この日も事無きを得て、
時四十分に、警報發令、本校防罪
深更零時半に引揚げたのである。
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一一
冒王
學校報國隊に關する文部省訓令（昭和十六年八月八日文部省訓令第二十七雛）
今次事愛ノ勃發以來、學徒ノ修練ヲ重覗シテ、或ハ集團勤労ノ訓練一一服シ、或〈國家奉仕ノ労務一一赴ク等、只管賓践鍛錬ニカ
メ
シ
メ
、
特
二
客
秋
學
校
報
國
圃
ノ
組
織
一
一
閥
ス
ル
要
綱
ヲ
示
シ
テ
、
學
徒
修
練
ノ
彊
化
ヲ
圏
ル
ト
コ
ロ
ァ
リ
。
コ
レ
固
ヨ
リ
皇
國
民
錬
成
ノ
本
旨
二
。
基
ク
モ
ノ
ニ
シ
テ
、
克
ク
規
律
ヲ
重
ン
ジ
、
圃
結
ヲ
尊
ピ
、
困
苦
鉄
乏
二
堪
フ
ル
ノ
心
志
卜
、
壷
忠
報
国
ノ
精
紳
ト
ヲ
振
起
シ
、
以
テ
挺
身
奉
公
ノ
誠
ヲ蚊サシメントスル一一アリ。
今ャ内外ノ情勢益々緊迫シテ、寸時ノ愉安ヲ容サズ、愈々躯國一致、曠古ノ難局打開一一遡進スペキ秋ナリ。學徒ノ修練亦、之
一一即應スル積極果敢ノ態勢無カルベカラズ・印チ絃一一學徒報國圏ノ内二、指揮ノ系統ノ確立セル全校編隊ノ組織ヲ樹テ、除ノ総
力ヲ結收シテ、適時出動要務一一服シ、其ノ實效ヲ収ムルノ艘制ヲ完カラシムルト共二、學校教練、食糧増産作業其ノ他各種囲艦
訓練等ノ實施ヲ效果アラシムルハ、方一一非常時下教育ノ要請ニシテ、宵二刻下ノ急務ナリ。（下略）
文
部
大
臣
橋
・
田
邦
彦
昭和十六年八月八日
（因に、橋田文相が、降服直後の二十年九月十四日、「大東亜戦孚開始一一際シ輔弼ノ大任ヲ拝シナガラ其賢ヲ果タシ得ザルコト
ヲ謹シンデ皇天一一對シ御託申上グ天皇陛下萬歳」、「道義ノ爲二戦フト稲へナガラ義ノタメニ國ヲ賭スル迄戦フコトヲ得ザリシ日
本ノ國民ノー人トシテ盟邦各國一一罪ヲ謝ス」、「生キ永ラヘテ問識スベキ務ヲ果タシ得ザルコトハ苦中ノ苦ナレドモコノ苦ヲ忍ピ
テ義二赴ク」、その他の邇書とともに、悲壯なる自決を爲したことは、吾人の記憶に新なところである。Ｉ昭和一一一十年九月十日
の”日本瞥事新報“参看）
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○
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業
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間
全日作業一一從事シタル日数
四
日
間
學
校
ニ
テ
行
う
備
考
近
衛
第
三
次
内
閣
に
代
っ
て
、
東
條
内
閣
が
出
來
た
の
は
、
十
月
十
八
日
の
こ
と
で
、
十
二
月
八
日
に
は
、
全
國
民
の
忘
れ
得
な
い
、
對
米
英
宣
戦
の詔書が下り、九日の午後三時十分より、
講
堂
に
於
て
、
そ
の
奉
讃
式
が
行
は
れ
た
の
で
あ
る。
ｒ０－』楜川・川Ｕｕ距旧呵泗幻
一
二
一 lIl
！胃科司／」第一學期一第二學期一第一學期一第二輿 随南への郷愁一一一一一一方、食糧事情は、さすがの米産地熊本縣も、いよいよ配給制となり、六月一一日より一一一日間、往復徒歩にて、一・二年生の、飽託郡川上・西里雨村への麥刈作業の如き、物質的にも盆と重塵を感ずるやうになった。然るに、それにも増して、龍南人に衝動を奥へたのは、特高の寮内圖書の随時検閲や、十月一一十一一一日に行はれた、徹底的な”學生狩“であったらう。績寮史の”惣代日誌“に、「非常に癌だ。學生狩があって無茶苦茶に捕へてゐる・映聲、煙草、喫茶店その他とにかく街に出てゐた者は殆ど一度は捕まって文句を云はれるか或は署まで連行された。」と記してあることで、その情勢が察せられる。又、五月一一日の阿蘇登山のバス事件も、忘られぬことの一つであらう。當時、世を蕊げて叫ばれたのは、彼の”滅私奉公“である。寮内に於ては、範を、明治の末葉に起った中堅會に取って、同じく中堅會も現れ、その解散後には、陵脊（薯の誤記？）會となり、”葉陰“やニーチェなどの研究會も出來たが、一一一月二十四日、一一一年生會議に於て討議實施に決した”禁煙“は、その後一一一年の間、一進一退、一喜一憂、曾ての禁酒宣誓以上の波紋を生じたことも、その頃の寮生藷君の、思ひ出多い語り草となって居ることであらう。かかる間にも、十月十日の五十五周年記念式は行はれ、大川周明氏の「大東亜建設の歴史的基礎」と題する講演もあったのである。弗二演習外國語科 弟一』頗習一二面「’一一四 闇西 圏騨鼬第一塵 一一冒玉附則右ハ昭和十七年四月一日ヨリ之ヲ施行ス但シ之ガ施行ノ際現二第二學年及第一一一學年一一在學スル生徒一一對シテハ仏高等學校規程一一依り之ヲ行う高校後期 第一一條高等科ヲ分チテ文科及理科トシ各科ノ各學期二於ケル學科目及其ノ總時数並一一総同数左ノ如シ 臨時學則（繩訓什北辮一一一一伽吃腓駒撤醐省令）第一章學科課程教授時数Ｈ］ ］型睡 ３］日］山一二四 乗｜爾寸旧丙亭罪一一露尋科目／／／｜第一學期一第二學期一第一學期一第二學期一第一學期一塗乗二一演雷 學々汁及一跨翻窺にフシテは（｜ヲ”塞零偽・田ロー｜フ Ｈ］ ヨ刃一』團及憩二一演習 ルゴハ）’（兀’凹閣三一一 宋三望
1Ｊ一一年中林敏郎君は愛國の熱情抑へ難く、第一乙に合格するや、本籍聯隊屋司令部宛血書の入誉嘆願書を提出せるも、理科
生は退學せざれぱ入管許可せられざるを知り、欣然退學の手績を取って之に艫ぜるなど、涙ぐましい挿話すら生れたので
ある。以て意氣天を衝くの慨を想見すべきである。”
既にして、藤て計書中の”學徒出陣の歌も出來たので、十一月十八日、その護表會を開いたが、學徒たちは、いよいよ
十一一月一日を以て、粛粛として、管門を潜ったのである。
椎ふに、彼等は、曾て齊しく、去る十六年、新に定められた寮生誓詞を、日夕朗読服贋したものである。即ち、過ぐる
明治三十一年閃戌の秋九月一一十日の入寮式に、時の舎監黒本植氏の訓戒に次いで、寮生によって作られた誓詞は、その後
透
じ
ゆ
う
幾愛遜を經て、大正八年九月、次の如く定められ、一一十年の間、寮の玄關に掲げられて居た。曰く、
夫レ我寮ハ龍南ノ中心生命ニシテ校風ノ盛衰一二之一一縣しり我等並二左ノ一一一綱領ヲ褐ゲテ日々之ガ實行ヲ期シ以テ寮風
ノ刷新ト校風ノ振興トー努ムルコトヲ誓う
三
、
一
致
圏
結
以
テ
自
治
ノ
賞
ヲ
霊
ク
ル
コ
ト
而して今回改定の經緯に就いては、續習學寮史に、左の如く記して居る。
長年月を經る中に漸く死物化した誓詞を新に寮生の胸に蘇らせるには、之に過ぐ好時機はなかった・
ての龍南人に傳統の力掻さを覺醒せしめるには、この誓詞の再興甦生こそ最良の方途であるとして、
高
校
後
期
●
ｉ
その後．）（》一ロ、動員先な」どで、幾度か日の丸の旗に、鼓舞激勵の拙筆を染めたことだったらう。”出陣の記“には、次の記
事．〉（ｂあ一る。”熱腸久しき文科生五十有餘の闘魂は彌が上に昂揚し、後に綴く者亦快哉を叫んだのである。而して中に理科
明くれば、昭和十八年。この年こそ、わが園の教育史上、未曾有の大事件が起った。それは、一月一一十日、高等學校令
、
、
、
、
、
、
の改正があり、九月一一十一一日、”國内態勢強化方策“として、情報局より下った、學徒出陣の命である。豫て、その日あ
ることを覺悟して居たとは云へ、現實ともなれば、非常な衝動である。殊に、文科系諸學徒にとっては、理科系に先立っ
て入管延期が停止されたのであるから、ガダルカナルの撤退、アッッ島の失陥と、相踵いで悲報を告げ、いよいよ租國隆
、
替、否、興亡の分水嶺に到着したとは申すものの、文字通りに死に直面したのも、同然である。やがて、十月十一一一日に行
はれた、五十有餘名の多きに達する、文科生出陣の壯行會に臨んでは、唯と、悲壯の一語に霊きるものがあった。十九年
六月十五日發行の”龍南“第一一五四、最終號にある”學徒出陣の記”の「答辞」には、”あ奨我等征く、…我等未だ學終へ
ず業成らず。されど晴れて召さるる日本男子の名譽何ものか之に過ぐ。…悦しき哉し幸なる哉。我ら今眞の學習の道を奥
へらる。…我ら敵弾被り先づ雨脚もぎ率はるれば、両手もて掻き進まむ〕．：途に顔面に弾受け、口は物噛む力なく、進む
能はず生命絶つとも魂もて敵陣に飛び行かむ。萬人と錐も我行かん哉。我に後顧の憂なし。．：さらば我ら征く。再び相見
ゆる事なからん。されど七度生れて君國に報ぜん鼓し最後に…重ねて瀧南人たるの自鳧もて戦はむことを誓ふものなり９
…
“
と
決
意
を
示
し
て
居
る
の
で
あ
る
。
龍
南
へ
の
郷
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一二四
今日より観ると、道義、古典、經國、哲理等の科目と云ひ、外國語の時数が、箸るしく減少して居ることなどは、教科
書
の
認
可
制
と
共
に
、
常
時
の
様
相
が
想
像
さ
れ
る
で
あ
ら
う
。
二
、
常
二
五
高
生
タ
ル
ノ
自
覺
ト
穂
滅
ト
ヲ
偶
、
、
、
、
、
、
一一一、一致圏結以テ自治ノ賞ヲ暴一グルコト
一、剛毅木納ノ眞精跡ヲ發揮スルコト
、
、
｜、常一一五高生タルノ自覺ト權威トヲ保シコト
綱
領
ｌ
◇
ｌ
◇
：
…
…
…
１．に〆に．恥Ｉいい』昨ｒいいⅢトド小心恥賑叶Ｌい』ｌⅢⅢｒ膀叱比・砥．ｒい，ＩＩＩＣケ。ドーレーレ１１．．０肝卜●Ｊ１Ｉ１》‐ｒｌＩ‐；１７’・・小ｒＬ」
新日本櫓富者とし
新しく任を讃いだ
三一五
！
ｌ
◇
ｌ
◇
Ｉ
この年特筆すべきは、一月二十日の蔀箏駛校令の改正に依って、二年制となったこと、一年生全員四百餘名が、弧制的
、
、
、
に入寮させられ、文部省の耀榊蕊純が實施されたこと、全面的に、蝿鮒が禁ぜられた一」と等であるが、何れも戦局の推移
を物語って居る。而して本校として、それにも増して、現實的な、厄介なことは、熊本師團兵務部長來校講話の一件であ
、
、
｜、常一一五高生タルノ自覺ト誇持トヲ保ツコト
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
一、協心識力以テ負荷ノ大任ヲ完｛ソスルコト
（、並に「」は筆者）
最初文部者よりの通達があった折には、たご第一一一項を「一致團結以テ報國精紳ヲ發揮スルコト」との修正にとどめては
との生徒課の意向であったが、前述の如き理由にもとづき、かく廣い改訂を見た。新誓詞は添野校長の揮毫により寮玄
關に掲げられた。その掲額式を四月五日に行った。
蓋し、龍南精榊史上の一愛化と謂ふくきであらう。
つた。ここにも亦、績習學寮史を引用してみよう。
偶と熊本師團兵務部長が本校して一場の講演をなしたが、その態度は恰も軍部から高等學校を説教するが如き態度で、かね
んＩ軍人に反感を持ってゐる五高生には甚だ傲慢に見えた。曰く、「或る高校生は『從來は立身出世を目標にしてゐたが、自分
は決してそんな事を考へい、すぐ軍隊に入って職場に行く」と云った。お前達も大臣にならうなんて野心を抱くな。」と、そこで
満場の一同噴笑したので、彼は激怒して叱陀する等の胤態を呈した。その云ふ所は砿に一面、時の高校生の難鮎を正しく衝いて
はゐる。所謂軟派五高生の増加は、五高をして他の専門學校と異る所なからしめ、自己に不誠宵な、内面的反省の不足しつ岱あ
る壯況である。その十日後（六月二十八日、筆者註）、同少將は教練査閲官として再來し、散々に悪評をして後、聲食をしに寮
に入って來た。「校長に誘導されて傲然と入って來たので、彼らを無観して汁をつがせる、彼は敬禮をうけるものと思って立っ
てゐたが、不服そうな顔して澁々座る。そこでやをら寮生誓詞を最初の『夫れ我が寮は』と云ふ所から唱へ（註、日常は綱領三
條丈しか唱へい）特に「國運の隆替」「報国の誠」等の所に力を入れる。寮生の綱領も亦物凌ぐ元氣がある。食堂も破裂せんば
かりである。査閲官鍾に一言をも發せずして引き退る。痛快であった。」
然り、寮生は痛快であったらうが、“五高卒業生は、今後、特幹の試駿にはパスさせまい。”と放言したとかで、學校長の
心痛、配属將校の苦慮は、並大抵でなく、殊に、添野校長の如きは、筆者に對して、「自分はどうなっても構はないけれ
ども、累を卒業生に及ぼすことになると、とても耐へられない。何とかして、この度の不名馨を恢復しなければならぬ。」
と
、
固
く
期
す
る
所
が
あ
っ
た
や
う
だ
。
寮
生
誓
詞
、
、
夫レ我寮ハ龍南ノ中心生命ナリ校運ノ盛衰「國運ノ隆替懸リテ我等ガ双一眉一一在り」我等並一一左ノ一一｜綱領ヲ褐ゲ日々之ガ
寳行ヲ期シ寮風ノ刷新ト校風ノ振興トー努〆「以テ報國ノ誠ヲ致サン」事ヲ誓う
一、剛毅木納ノ眞精榊ヲ發揮スルコト
龍
南
へ
の
郷
愁
一一一一ハ
細川惣代らは、こふに同誓詞の全面的改訂を實行したのであった。この年一月二日その成文を得て添野校長を訪ひその
承認を得、更に生徒主事田中教授に字句の訂正を乞うて一月十七日、協議會に於て満場一致を以て之を可決し、こｈに
新寮生誓詞は成った。曰く、
￣￣
狂
■■■■■■學則第一｜一條によれば、最低教授時數、文科第一學年は、道義科（三五）、古典科（二○○）へ歴史科（一六五）、經國科（六五）、
學科（六五）、外國語科（二○○）、教練部（一○○）、休錬科（六五）、選修科（一六五）、合計一、一二五時間。文科第二學年は、
（三五）、古（二○○）、魔（一六五）、經（一一一一○）、哲（六五）、自然（六五）、外（二○○）、教（一○○）、体（六五）、選（一○○）、
計
一
、
一
二
五
時
間
。
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Ｉ
Ｉ
Ｉ＝－－￣ 冒王第二章教授第十條高等科文科ノ學科目〈道義科、古典科、歴史科、經國科、哲學科、自然科、外國語科、教練科及体錬科トシ外一一選修科 第二陳第六條第十九條高等科一一於ケル修第二十陳高等科一一於テハ止切ナル指導ヲ爲スペシ ヲ置ク、選修科二搬テハ古典科歴史ヲ中心トスル事項又ハ外國語科一一於テー履修セザル外國語ノ中一ヲ履修セシム第十一一條高等科理科ノ學科目ハ道義科人文科数學科物理科化學科博物科外國語科教練科及艦錬科トス第十三條高等科理科ハ之ヲ甲類及乙類一一分シ第十六條高等學校ノ教持書ハ高等科一一在リテが文部大臣ノ認可ヲ受ヶ學校長之ラ定ムベシ 第一條高等學校一一於テハ高等學校令第一條ノ本旨二基キ左記事項一一留意シテ生徒フ教育スペシー、國艦ノ本義二微シ世界一一於ケル皇國ノ使命ヲ禮得シテ至誠壷忠克ク國家ノ重キー任ジ天業ヲ翼賛シ奉ルペキ人材プ錬成スペシーー、敬榊崇祀ノ念二蔦ク氣節ヲ尚ピ廉恥ヲ重ンジ剛毅果断ニシテ高趨淵達ノ氣宇一一富ム人物ヲ育成スベシーーー、修文練武心身一鵠ノ鍛錬ヲ重ンジテ質賞剛健ノ氣風ヲ振勵シ風紀禮節ノ厳正ヲ期スペシ四、稽古照今暴行一致ノ學風ヲ振起シ思索ヲ精ニシ識見ヲ長ジテ文化創造ノ根源カニ培フペシ第一一條高等學校一一於ケル授業ハ教授及修練トス教授及修練ハー艦トシテ之ヲ課スペシ 理科乙類第二學年は、道（三五）、鵠（六五）、合計一、一二五時間。 （六五）、合計一、一二五時間。 理科甲類第一學年は、道（三五）、艦（六五）、合計一、一二五時間。理科乙類第一學年は、道（三五）、鶴（六五）、合計一、一一一五時間。理科甲類第二學年は、道（三五）、高校後期 龍南への郷愁第一學期四月一日ヨリ八月二十日迄第二學期八月二十一日ヨリ十二月一一一十一日迄第一一一學期一月一日ヨリ一一一月三十 高等學校規程第一章總一日迄 學年ヲ分チテ左ノ三學期トス華一難 角涙シ｜ニユ上、刎肌＆争小高等科二於ケル修練ハ生徒ノ全生活ヲ對象トシーナ之ヲ行う高等科二於テハ生徒ヲ寮舍一一收容シテ修練ヲ爲スペシ但シ寮舎二收容シ得ザル生徒二對シテハ宿舍其ノ他二閥シ適 第三章Ｑ、五○ ○○｜自修（一時間 ○○一妃｝崖四○Ｃｌ日課鍛錬（約一時｛ 蚤 文部省令第二十七號則練戴禮集合（國放掲揚臺前）黙呼敬禮宮城遙垂魑操告知全校艘操峨鵬糾蛾放織雛蔓（） 生 人文（六五）、数（一○○）、物（一六五）、化（一六五）、博（一六五）、外（一一六五）、教（一○○）、 人文（六五）、数（二一一一○）、物（二○○）、化（一六五）、博（六五）、外（二○○）、教○一○○、体ｃｃ五○ 人文（一一一一○）、数（二○○）、物（一○○）、化（一○○）、博（一一一一○）、外（一一六五）、教（一○○）、 一二八人文（一三○）、数（二一一一○）、物（一一一一○）、化（一○○）、博（一一一五）、外（一一一○○）、教（一○○）、Ｐ、Ｌノ 日 （昭和十八年三月三十一日）活〕Ｏ坐、 要＝ 項星５哩勧二九し
Ｉ刈作業。一校内作業。 この年、一・一一年生は、六月三日より、飽託郡供合・廣畑雨村へ、麥刈作業。四日は、雨天にて授業、五日、作業完了。翌五日には、山本元帥の國葬につき、午前七時より、武夫原に於て、遥拝式を學行後、作業場へ。七月一日には、報國團の規則改正。九月一一十日、午後一時より、叙別式。九月十五日、大島（正喜）教授の戦死。十月十日の記念日には、午前七時より曇式。式後、西南役の薑跡、玉名郡菱形村木留に行軍。同二十三日より、阿蘇郡山田・内牧町、外三箇村へ、稻刈作業。十二月一日より、往復八日間、阿蘇・球磨・天草三郡へ、土地改良作業。残留者は、第二時限まで、自習、後、 謹五 註四高校後期 龍南への郷愁木 水日｜土 金理文３１３１、、、、４２４２ 文例ｗＭ火理川西Ⅲ 月 暇 ○、○○｜梢層ｌ◇ｌ◇Ｉ 年 寳施時間約一時間半 。（）一々乞食必修艦練研究指導實施表（例示） 『工副才鬮胴一鯛罪宥〈桟射撃陸上運動職場運動銃剣道 陸上運動射撃銃剣道戦場運動研修指導 全校修練 週種目一二年一種目 附日ノ】刑日二傭器錬叉ハ研究指導（學年組則 指導（鬮鰡錬ヌハ研究指導（霞文肌れぃ理５３１、、、６４２ 文３１、、４２理５３１、、、６４２ 全校罷操巌画金川壷 課 酉不日単一『ノ】Ⅲ円Ｌ上目画 陸上運動射撃武道銃剣道戦場運動 年一種目基礎鍛錬 同上右同 右同一胆シ午後五時迄卜 基礎鍛錬 一、上記配當時間以外ハ選修膿練又ハ文化行事ヲ行フコトヲ得 備考一一一一￣ 一一○1
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たらちねの妻に代りて炊く飯芒焦すまじとて竈みつむる
（六月三日未明）
明日待たぬ麥にしあれば父も子も氣負ひ出でゆく小雨降る朝（同四日）
作業着にゲートル捲きて日ねもすを講義なしたり雨止まぬ愛し（同四日）
いさ聲餉いなむといふを刈りをへて後と答ふるわかうどのあり（同五日）
いささかの事にしあれどいそしみて勵む心に培ひてしか
（
同
五
日
）
，（一八・七・二○發行の”龍南“所録”知足齋近詠“十二首の中）
かくの如く、全校、席媛まる逼もなかったのである。筆者は、十一一月十七日付を以て、報國團の鵠錬部長はそのままと
して、新に、生徒主事・修練部長兼生活課長を命ぜられだ
〔参考〕
〔参考〕
謹七 ｜莚六一総務部。生活部・研修部の四部となり、総務部は、庶務・會計・團誌・報國隊（防空業務・勤努作業）を管掌し、生活部は、
厚生事業・阿蘇道場・集會所を管掌し、研修部には、哲學・養正・興亜・辮論・音楽・短歌・國防科學・天文・宗教の九班を置
き、艦錬部には、艦操・釧道・柔道・弓道・陸上運動・山岳・端艇・水泳・籍球・蹴球・闘球・射撃・馬事訓練・銃剣道・機甲
訓練・航空訓練。通信訓練。海洋訓練・送球。戦場運動。相撲の一一十一班を置くことになった。野球班が除かれて、戦時態制的
の諸班が箸るしく増して來たのが目立って居る。而して生徒は、研修部所風の何れかの班に加入する者の外は、必ず右の何れか
の班に加入しなければならない。
れ
部
・
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長
を
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で
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。
校務分掌規程は、昭和十七年まで、第一條に、「校務ヲ分チテ教授部及事務部ノーートス」、第一一條に、「教授部二教頭ヲ置キ教
授中ヨリ之ヲ特選ス」となって居るが、十八年には、前掲の省令に則って、第一條に、「授業、事務ノ校務ヲ綜合分掌スル爲二
左ノ部課ヲ置ク」として、教務・圃書の一一課を統合する教授部と、生活・研修・髄錬の一一一課を統合する修練部とに分ち、それぞ
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！Ｉｌ◇ｌ◇１次に、筆者は、事自身に閥はるけれども、本校としては、空前絶後だから、一同窓生の思ひ出として、前記に因んで、査閲のことだけを随筆的に記して置きたい。高校後期 一三五 前に記した動員に就いて、筆者は、動員本部長として、職務上各地を巡廻したので、受入れ態度の可否など、大抵そのはいのささ實情を承知しては居るが、故に纏説する暹はない。何れの虚でも、他校に比して、断然好評を得、殊に、佐賀縣南風崎に於ける、理科三年生の、海軍閥係の土工作業の如き、幹事某少將は、感激のあまり、筆者に向って、その優遇の法を相談 航空隊は、雨天鵠操場を借用の上、徴用工凡そ一一百名、宿泊。曰く、同六日、理科二年生の佐世保海軍工廠出動。曰く、同十日、本島一郎氏、新潟醤科大學長より輔任發令。曰く、同十一百、小倉出動者の退所式。曰く、同二十日、長崎よりの歸校を待って、叙別式ｕ曰く、十月一日より八日まで、全校一二一年生徒の健軍飛行場出動。曰く、同十一日より一一十六日まで、佐賀縣下へ農耕作業出動・曰く、同一一一十日より一一一泊四日間、八代郡鏡町外四箇村へ稻刈出動。曰く、十二月八日、午前六時五十分より、詔書奉讃式。式後、小天行軍。曰く、同九日、三菱航空會杜健軍工場より機械保管のため、校舎の一部借用願に來校。曰く、同十四日、待避壕構築委員が定まって、會合協議Ｕ曰く、同二十八日、本校在郷軍人會の結成。師團より城島少將、鑿除屋よ０束矢大尉臨場。その他、暑中休暇も、”夏季家庭鍛練期間〃として、八月五日より、十日間に短縮された。十月十八日には、陸軍省令第四十五號を以て、兵役法が改正されて、満十七歳より四十五歳までは、第二國民兵役に編入され、翌十九日には、第四十六號を以て、防空召集規則も改正された。於ける、理科一一戸したほどである。 明くる昭和十九年も、否、前年以上に、多事多端であった。曰く、理科一年生の採用が、箸るしく激増して、文科生が、甚だ減少したこと。（この項末尾の表参看）曰く、一月八日の大詔奉戴式には、午前七時より、武夫原に於て曇式。後、文科生は、帯山練兵場の観兵式に参加、理科生は、小天遠足Ｕ曰く、五月一日の新寮増築落成式。曰く、四月三十日の通牒に基づいて、五月十五日より、理科三年生は、長崎造船所へ、文科三年生は、同十六日より、八幡製織所へ、それぞれ出動したが、文科生の中には、五月一一十四日附、陸軍省告示第二十一號に従って、徴兵猶豫が停止され、動員先に於て、出陣命令を受け、騒起勇躍、壯圖に向った者もあること。曰く、六月一日より七日間、八代郡千丁・文政、飽託郡川口の各村へ出動。曰く、六月一一十八日、中島兵務部長の査閲。曰く、七月一日、新一年生全部、入學印入寮の形となり、それと同時に、八日間の寮生生活訓練實施。曰く、同一一日より、文理科一年生は、八代市へ田植に出動。曰く、七月十四日より、文科二年生の長崎出動。曰く、九月一日、添野校長の退官。（やがて渡満、吉林省師道大學學長就任Ｊ曰く、同五日、 龍南への郷愁〔参考〕三尊敬私淑せる人物匹鯛『賎』盛一五四一一一一○’八四ｌ◇ｌ◇Ｉ 脾絲央幽圃一正 寅彦一（） 鶴轤露欝驫櫻臘囑轤罎臘鶴罎霞讓震鶴轤鬮攪囑罎攪醸臘麹囑罎霧攪霞露醤攪攪鑪罎攪癩鑪轤一四一皿 ヨ=＝一四
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珀卿餅則矧謬抑靹埠剃甜剰刈刊鋤剖刊測珂鋤州周刊刊却却薊却却釦測咄釘朝刊測刊卯則洲剋孔列削剥荊澗副荊河湖
この年の九月、次の配属將校より、生徒は、名札を胸につけること、教官に對しては、停止敬禮をなすべきこと等の命
令を受けた時は、五高の中學化、軍隊化として、頗る不満であったやうだ。又、防空上の見地から、外出には、和服も禁
年末年始の休暇もなく、一一日より出勤。十日には、文科一年も健軍の一一一菱航空へ出動した。この年の入學考査は、例年
に比して早目に、一月八日、豫め出身中學校から提出した書類に依って、第一次の錘衡を爲し、一一十三日、簡軍な筆答試
問を行ひ、一一十四・五・六の三日間、同窓會館階下の廣間に於て、學校長始め、数名の教授同席の上で、口答試問を爲し、
三十一日には、早く駒合格發表を見た。然るに、全一年生の、入學印入寮の一一つの式を行ったのは、七月七日のことであ
る。而も、珍らしく、新入生の宣誓もあった。曰く、
生等第五高等學校一一入學許相成ル上ハ學校ノ本分ヲ守り學業ヲ勉勵シ人格ヲ練磨シ以テ負荷ノ大任ヲ完ウセンコトヲ誓
ぜられた。
三月一日には、長崎及佐世保に於て、退所（廠）式があり、歸校の上、一一年制としての最初にして最後の叙別式が行は
れた。四月四日以後は、本館階下は、三菱航空工場の事務所や、航空機の材料保管に貸し、武夫原頭には、各種の機械も
疎開され、やがて、雨天鵠操場も、武道場も、理科實聡室も、同窓會館西側の教室も、その他殆ど工場化してしまひ、生
徒たちは、航空機の部品の製作に餘念なかったのである。
四月十一日、理科甲類二年生の中、身禮張健な、凡そ百名は、長崎へ出動、その他は、健軍の三菱航空へ。七月八日に
は、”學徒義勇隊“が結成され、八月五日、理科甲類一年生は、日田市の小倉造兵疎開工場へ出動した。
而して八月九日には、氷へに悪みても餘ｂある、かの原子爆弾が、廣島に引績いて、又しても長崎に投下された。その
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フ
豫行演習も、必要でないと申したが、一度だけは是非、との大佐の希望で、已むなくそれに従ふこととし、一千の健兒に向っ
て、端的に微衷を吐露した後、壇上に立って査閲官の眞似事もした。
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學
校
長
も
、
配
属將校も、やうやく安堵した。而してそれは又、青年學徒の、特に傅統仁輝やく龍南學徒の、眞面目でもあったのである。
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學校長や、配属將校は、何と老へたか、今年の査閲には、私に、総指揮官の役目を果してくれ、との懇嘱である。とんでもな
いことだ。陸軍大佐でもやりにくいことが、どうして、未教育補充兵の私如き者に、出來よう。固より私は、言下に断った。け
れども、添野校長と深草大佐の懇望は、いよいよ切賞である。私は、已むを得ず、生徒一同を武夫原に集め、衷情を披瀝した後
途に我を折って受諾した。決して自慢ではないが、帯剣抜刀して、小部隊ながら指揮した經臓が、ないでもない。中學時代は、
中・小除長にもなった。五高時代も小隊長となり、時には、中隊を指揮したり、當時、全龍南人から心服されて居た、吉廣（鑑
徳
）
大
佐
指
揮
の
下
で
、
全
校
一
部
と
二
部
三
部
か
ら
な
る
二
筒
大
除
の
旗
手
を
命
ぜ
ら
れ
て
、
族
の
位
置
を
心
に
留
め
た
こ
と
も
幾
度
か
あ
る
。
け
れども、それは、一一一十年近くも以前のことである。大學院時代に受けた徴兵検査の時は、固より甲種合格と信じて居たのに、艦
格
で
は
賞
め
ら
れ
な
が
ら
、
意
外
に
も
、
鼻
疾
の
爲
と
か
で
、
第
二
乙
種
に
落
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
勉
學
に
差
支
へ
も
な
い
の
に
、
と
思
は
ぬ
で
も
な
かったが、それも時勢の然らしめる所とでも云はうか。但、私は、それが氣になって、或人から添書を貰って九大の久保博士の
診察を受けた。”大したこともないが、折角來たから“、とのことで、即日入院して、鼻柱核の手術を受けたものである。
と
も
か
く
も
、
か
か
る
閲
歴
の
私
が
、
無
謀
に
も
、
そ
れ
を
引
請
け
た
こ
と
に
就
い
て
は
、
定
め
し
、
い
ろ
い
ろ
と
批
評
さ
れ
た
こ
と
だ
ら
う
。
私
は
考
え
た
。
た
だ
一
生
懸
命
に
自
分
で
出
来
る
限
り
の
こ
と
を
、
や
る
だ
け
だ
。
私
の
足
り
な
い
所
は
、
必
ず
や
、
全
部
隊
の
生
徒
た
ち
が
、
適
時
袖
ｌ
◇
ｌ
◇
Ｉ
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と
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…
…
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ｌ
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かかる間に、本校では、本館の屋上に、監観鑿を設け、校内に、大規模の待避壕を二箇所、校外、小峰の墓地から清水
村に通ずろ堀割道の左右両側に、小型の数十箇所を造り、寮の一一階や廊下の天井板を取り除き、その板を以て本箱を栫へ、
圖書館の重要書籍を入れて、飽託郡松尾村に疎開するなど、萬一に備へて居たが、全く無事であった。
例へぱ、高等工業學扶
來
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
Ｃ
Ｏ
。
。
。
－ハ日には、１２３．。⑫旧凹別Ⅲ肥羽朗加日、
七月には、乢咀叫帽州咀Ⅲ、咄囮朋咄呵佃咀皿刎邨朋墹別刷日、（壗雛辮騨織舞艦野闘鶏臘岬瓢）
八月には、１５７８９，ｕ砠砠日で、中には、一日数回のものもある。以て戦局の逼迫が察せられるであらう。
Ｃ
Ｏ
。
。
。
。
。
ことに、五月十四日の七時には、凡そ七十機を以て熊本の東部を、十一時には、南部を、午后一一一時に到Ｕ、來襲投弾。七
月一日夜の熊本市の大空襲や、八月十日の午前十時、中型数十機の全市空襲は、最も猛烈であった。而して本校の周邊、
例
へ
ぱ
、
高
等
工
業
學
校
や
濟
々
篝
を
始
め
と
し
て
、
民
家
に
も
相
當
の
被
害
が
あ
っ
た
け
れ
ど
も
、
何
の
幸
か
、
わ
が
校
に
は
、
流
弾
す
ら
龍
南
へ
の
郷
愁
事を知った學校では、出動中の教官や、
Ｉ
◇
「
ト
ー
◇
ｌ
念
の
た
め
に
、
熊
本
縣
下
に
於
け
る
。
三
口
三月には、６９通旧咀酊朋朗皿日、
この事に就いて、少しく蛇足になるが、嘗て筆者の一一男が、中學時代、朝日機に便乘して、熊本上空を飛んだことがあ
る。そして、”熊本城東で、最も目立つのは、赤煉瓦の本館であった。一旦事ある場合は、直ちに何とかしなければ、大
鍵なことになる。“と注意してくれた。その上、本校が工場化して居ることなど、敵は知らぬ筈はないので、かたがた、
、
、
、
一層危険ではある。けれども、いざとなっては、本館を黒色に塗り潰す声」とも、すだれを垂らす》」とも、事實容易でない
ので、到頭そのままにしてしまった。すぐ近くに、何箇となく落した敵が、落さうと思へぱ、五万一千餘坪の校域は、好
箇の目標であったに相違ない。それにも拘らず、ただの一筒も落さなかったのは、不思議でならなかった。
ところで、筆者二十三年以後轤住の郷村にも、小學校には、相當量の軍需品が疎開されて居た。而して民家から数町離
れた田や畑には、数十箇の小型爆弾を落したが、人畜には、何等の被害もなかった。故にその當時は、敵軍の拙なさを廟
笑ったものである。然るに、終戦後、村出身の第二世から傳はった話によれば、わざと田畑に落したさうで、熊本市内の
學校で、最も由緒ある五高だけには落さないやうに、との注意を受けて居ったとか。眞傭は別として、何となく、謎が解
學
校
で
、
最
も
由
緒
あ
る
五
高
だ
け
戸
けたやうな氣がしたものである。
五
月
に
は
、
１
２
３
４
５
，
Ⅲ
ｕ
咄
朗
閉
日
、
四
月
に
は
、
通
Ⅳ
咀
皿
犯
妬
〃
朋
羽
別
日
、
ｌ
◇
ｌ
◇
ｌ
か
く
し
て
、
八
月
十
五
日
の
、
無
條
件
降
服
ｌ
鳴
呼
、
又
何
を
か
言
は
ん
や
だ
。
〔備考〕午后一時より講堂にて詔書奉讃式である。その入場を知らす鐘と共に講堂へ急ぐ二年生が泣いてゐた、男泣きに鳴咽しながら
歩も遅かった。ぎょっとした。恐怖に似た或物が胸を貫いた。豫感はまさに實現したのだ。上級生の泣鑿に我々はすぺてを知っ
た。だが誰もそれを口に出さうとはしなかった。出すべく餘りに恐しい餘りに信じられない事だったのだ。講堂に入場したとき
大半の者がす魁ｂ泣いてゐた。やがて本島校長は放送の富しを持って壇上に、そして静かな悲痛な聾は堂を塵した。「腺深ク世
高
校
後
期
一三九
。
。
。
。
ｏ
ｏ
Ｕ
Ｉ
ｏ
ｏ
１
Ｌ
⑥
色
ａ
ｕ
ワ
ー
。
。
（
ｕ
■
Ｌ
Ｔ
Ｌ
⑥
色
①
凸
⑰
色
⑰
色
⑨
凸
⑨
兵
。
◎
。
。
。
◎
。 ｉ
三
月
以
降
の
警
戒
警
報
並
に
空
襲
警
報
發
令
（
・
）
轤議罎澪｜壼鏑蕊埒鳶蕊蕊轤轤蕊轤議鑛轤罎罎鑪罎橇議露礒蟹罎驍權囑）畷艤穰轤罎橇罎艤霞議轤繼鑪鑪罎鑪蕊穰｜霞》讓橇橇艤纒霞轤鑪
生
徒
た
ち
の
安
否
を
氣
尋
つ
か
っ
た
が
、
幸
に
し
て
、
一
人
の
微
傷
も
な
か
っ
た
。
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鋤
翌昭和二十一年は、屈辱的な、悲壮極まる沈黙の、第一年であった）元日一の式には、宮城遥拝だけに止め、式後に於け
る教職員の、新年挨拶の覗酒も、苦かった。御眞影は、宮内省に奉還のため、十一一一日、淺井教授等が上京した。筆者は、
一一十七日付を以て、生徒主事を免ぜられ、一一月一日付を以て、河原畑教授が代った。報國團も、元の龍南會に復り、’’一月
一日には、その豫算會議が開かれた。同一一一十日並に五月一日には、第二次入學試騒が行はれた。而して文部省令第十八號
を以て、高等學校が一一一年制になったのは、五月一日で、四月一日より適用されることになった。
ある。 かくして、十一月二十一一日には、久しぶりに、運動會が催された。「生徒６溌刺たる一兀氣を以て、明朗なる競技行はれ、
観衆一萬餘、午後三時盛會裡に終了、（原、片假名）」と庶務課日誌には記してあるが、翌二十四日の新聞には、食糧事情
のため、大學高専間の軸校許可が報ぜられるなど、晴陰定かならぬうちに、一生存通じて忘られぬこの年も、暮れたので
とりあへず、全校生徒に對して、三日間の臨時休業を告げ、一日一登校を命じ、篤と將來を戒めて、更に休暇を輿へた。
失
望
と
混
迷
の
極
に
達
し
て
居
た
龍
南
學
徒
も
、
九
月
二
十
日
授
業
開
始
の
通
知
を
受
け
て
、
や
や
愁
眉
を
開
い
た
や
う
で
あ
っ
た
。
け
れ
ども、十月二日より、軍系學徒の純入試瞼が行はれ、一一一十一日には、その合格者が發表されて、習學寮も、可なり動揺し
ど
も
、
十
月
二
日
よ
り
、
軍
系
學
徒
の
純
入
試
座
たことは、綴省察史に精しく記してある。
（咽）紳鵬龍三
（助）吉田三二
ケ
〃
（藩）
柿
田
俊
彦
（教）藤田繁一
（属）吉本康雄
（講）峯
繁
〔
教
）
稻
葉
三
男
（講）小田又雄
〃
〃
（
雇
）
内
村
噂
氏
名
召
集
年
月
日
解
除
年
月
日
備
考
（
譜
）
内
藤
一
吉
一
二
、
七
、
一
一
一
○
一
五
、
六
、
三
○
昭
和
十
二
年
以
後
、
本
校
よ
り
鰹
召
し
た
教
職
員
は
、
左
の
通
り
で
あ
る
。
〔備考〕
文部省令第十八
高
校
後
龍
南
へ
の
郷
愁
一四○
界
ノ
大
勢
…
…
」
に
始
ま
る
そ
の
詔
書
、
「
膜
は
帝
國
政
府
ヲ
シ
テ
米
英
支
蘇
四
園
一
一
對
シ
其
ノ
共
同
宣
言
ヲ
受
諾
ス
ル
旨
通
告
セ
シ
メ
タ
リ
」
こ
こ
に
至
っ
て
堰
を
破
っ
て
錘
り
出
た
涙
。
む
せ
び
泣
き
。
講
堂
が
泣
い
て
ゐ
た
。
空
を
行
く
雲
の
み
徒
に
白
か
っ
た
。
殆
ど
そ
の
後
の
校
長
の
聾
は
聞
き
得
な
か
っ
た
。
誼
み
終
ら
れ
て
我
々
は
そ
れ
人
～
寮
へ
歸
つ
た
。
う
な
だ
れ
つ
ら
、
泣
き
つ
心
運
ぶ
足
の
重
さ
。
室
へ
歸
り
つ
く
と
た
ん
に
耐
へ
兼
ね
て
破
裂
す
る
や
う
に
泣
き
伏
し
た
机
上
》
願
は
く
は
夢
な
れ
、
も
し
く
は
謀
略
な
れ
と
願
ふ
心
を
冷
く
押
へ
て
そ
れ
は
い
つ
ま
で
經
っ
て
も
畳
め
も
せ
ず
、
坂
消
も
な
か
っ
た
。
宿
命
の
日
、
八
月
十
五
日
、
そ
れ
は
な
フ
し
て
暮
れ
た
。
（
績
寮
史
よ
り
）
坂
消
も
な
か
っ
た
。
宿
命
の
日
、
八
月
，
ｌ
◇
Ｉ
◇
１
１
ｌ
◇
ｌ
◇
Ｉ
「
Ｉ
◇
ｌ
◇
一一一、
一一一、
一一ハ、
一一一、
一一一、
一一一一、
一一一一、
一一一一、
一一一一、
一八、
一五、
期
一
五．二九六五五一九八九九九
、、、、､、、、、、､
一 一
一一 一一一一
一 一
五四七九八四二六六○五
一不一一一一一一一一一一
八明五四三五四五八五三
、 、、、、､、、、、
七
、
九
一二、二八一
四
、
三
○
一
、
’
五
病
死
一○、一七
四
、
六
一
○
、
二
戦
死
一
二
、
一
○
重
傷
一一一、一一一
九
、
四
（教）大島正喜
（教）相原要之進
（
教
）
小
貫
篇
（教）竹内照夫
（
助
）
山
崎
理
（講）廣田繁明
（教）三浦靱男
（
教
）
森
永
隆
（
教
）
横
田
了
（書）田上時義
ク
ク
氏
名
召
集
年
月
日
解
除
年
月
日
備
考
（
講
）
内
藤
一
吉
一
六
、
七
、
一
四
一
七
、
一
、
九
一一一一一一一一一一
一
○九九九九八八八六六五
、、、、、、、、、、、
七、七、
’○、し、プ
一○、
一一、一一一、七、七、七、一ハ、
二二一二一二
八五一五○二○
二
二
一一
一七、
一九、
一一一、
二○、
一一一、
二○、
一一一一、
二○、
一一一一、
一九、
二○、
八八四四九ｓ一三(七八一一
、、、、、、、､､、、
一
四
一
一一一
六○○五六七 三戦
死
二
一
戦
死
一
二
再
召
集
一一一一
昭
和
二
十
一
年
五
月
四
日
文
部
大
臣
安
倍
能
成
第十條高等科ノ課業ハ之ヲ必修科目及選修科目一一分シ選修科目ハ各學年三軍位以上ヲ選揮履修セシム
第十一條高等科文科ノ學科目ハ倫理科、古典科、哲學科、歴史科、肚會科、自然科、第一外國語科及禮育科トス
第
一
外
国
語
科
一
一
於
テ
ハ
英
語
、
凋
語
及
佛
語
ノ
中
一
ヲ
履
修
セ
シ
ム
第二外國語科一一於テハ英語、凋語、佛語、露語及支那語ノ中第一外国語科二於テ履修セザルモノーヲ履修セシム
第一外國語科一一於テ英語以外ノ外國語ヲ履修セシムル場合ニハ第二外國語科二於テハ英語ヲ履修セシム
第十二條高等科文科ノ各學年二於ケル必修科目毎週授業時數及選修科目軍位數ハ左表一一依ルペシ
龍
南
へ
の
郷
愁
高
等
學
校
規
程
左
ノ
通
り
改
正
ス
圖學科及地學科ノ課業〈場合一一依りテハ必修科目トシテ取扱フコトヲ得ルモノトス
Ｃ
第十四條高等科理科ノ各學年一一於ケル必修科目ノ毎週授業時数及選修科目ノ軍位數ハ左表一一依ルペシ
第十一一一條高等科理科ノ學科目ハ倫理科、人文科、數學科、物理科、化學科、生物科、第一外國語科、第二外國語科、，艘育科や
圖
學
科
及
地
學
科
ト
ス
第一外國語科一一於テハ中等學校又ハ高等學校尋常科二於テ履修セル外國語（英語）ヲ履修セシム
ー
～
第二外國語科二於テハ中等學校又ハ高等學校尋常科二於テ履修セザル外國語（凋語、佛語及露語ノ中一）ヲ履修セシ
箇
誉
艦
育
科
智
屋地
圖
學
科
第
一
外
國
語
科
‐第
二
外
國
語
科
化
學
科
物
理
数
學
倫
理
科
人
文
科
生
物
科
高
校
後 計|學
ム
科|科科
期
謙
一
藍
時毎必 第一
學
年
二
四
一
ロ
ー
㈲
二'六'三'二 一一 一一 四 一一 幽巳
餌
又
階
数週修
授科
業目曰 ロ日 曰 日
第
二
塵
弟
二
霞
瞳
受
目
扉
一
二
態
時毎必'第
週
受数週修'三
授科|學
業目|年
四四
謎魑育科 第二外國語科 第一外國語科 自然科 肚會科 歴史科 哲學科 古典科 倫理科一一 一一一(-） 六(-） |＿'一(=） ＝￣(‐） 一一 五(-） ￣ 時毎必数週修授科業目 第二學年
四
月
二
十
一
日
、
午
前
十
時
に
始
業
式
を
、
同
日
午
後
一
時
に
入
學
式
を
、
別
別
に
行
っ
た
こ
と
も
、
筆
者
初
め
て
の
經
騒
で
あ
っ
た
。
、
、
、
、
五
月
十
七
日
に
は
、
午
後
三
時
よ
り
、
勢
働
組
合
の
準
備
委
員
會
、
同
二
十
日
に
は
、
午
後
三
時
よ
り
、
職
員
組
合
に
就
い
て
協
議
、
六
月
二十五日には、午後一時より、教官會議を開いて、評議員並に課長の選學が行はれ、竹原教授が、生徒課長を命ぜられる
と
云
ふ
、
内
外
多
端
の
相
貌
が
察
せ
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。
かくて、九月二十一一一日には、熊本に總合大學を建設する相談會が、市公會堂に於て開かれた。學校長不在のため、筆者
が、評議員を代表して出席し、將來、大學院が置かれないやうな大學なら、むしろ無い方がましである、と述べたのは、
評
議
員
改
選
前
の
こ
と
と
記
憶
す
る
が
、
そ
の
日
時
も
確
で
な
い
。
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新
入
生
の
合
格
發
表
が
延
期
さ
れ
て
、
九
月
ま
で
は
一
年
生
が
居
な
い
の
で
、
六
月
十
五
日
に
は
、
二
・
一
一
一
年
生
の
み
の
ボ
ー
ト
・
レ
ー
ス
が久しぶりに行はれた。九月七日には、外薑地軸入學生の試駿並に身艦検査が行はれ、同九日には、合格者が決定した。十
月
九
日
に
は
、
午
前
九
時
か
ら
、
演
能
．
午
後
は
、
レ
コ
ー
ド
・
コ
ン
サ
ー
ト
、
夜
は
、
六
時
か
ら
、
映
憲
ｕ
十
日
の
記
念
式
に
は
、
校
長
不
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
在のため、首席淺井教授の式辞。十五日には、長與善郎氏の講演・同十一一日には、”教員適格審査協力委員“の選鑛が行
は
れ
、
十
八
日
に
は
、
該
委
員
會
が
成
立
し
て
、
菅
な
ら
ぬ
空
氣
が
標
ひ
始
め
た
。
生徒主事難生活課長の新任と同時に、寮生誓詞並に三綱領も復元し、筆者の悪筆に成る額も、十月一日より掲げられた。
十一月三日には、新憲法制定の祇酒が、全く珍らしく、寮生に配られたが、同十日より一一週間は、食糧休暇と稀するもの
が與へられた。その他、生徒間に於ける、協生會の誕生、柏葉會の成立．肚會研究部の出現、四寮制の實現等、記すべこ
とも少くないが、すべて績習學寮史に譲ることとしたＵ
添野元校長は、終戦印下、歸國したが、不幸病を獲て、十一月四日、熊本に於て、途に永眼した。當時混乱の際、同窓
會としては、何等敬弔の艫を議すことも出來なかった。故に更めて、哀悼の微意を表して置きたい。
ｌ
◇
Ｉ
◇
Ｉ
もあつた。
四
月
二
十
一
日
、
立した。菖制高等學校としての母校は、第九十四條によって、高等學校令も、直轄學校官制も、すべて慶止されたので、
あ
だ
か
も
横
死
寸
前
の
観
を
呈
す
る
や
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
念
の
た
め
に
、
教
育
基
本
法
の
前
文
を
節
録
す
れ
ば
、
ママ
ママ
わ
れ
等
は
、
さ
き
に
、
日
本
国
憲
法
を
確
立
し
、
民
主
的
で
文
化
的
な
國
家
を
建
設
し
て
、
世
界
の
平
和
と
人
類
の
幅
趾
に
貢
献
し
よ
う
と
す
る
決
意
を
示
し
た
。
こ
の
理
想
の
實
現
は
、
根
本
に
お
い
て
教
育
の
力
に
ま
つ
べ
き
も
の
で
あ
る
。
わ
れ
ら
は
、
個
人
の
尊
嚴
を
重
ん
じ
、
眞
理
と
平
和
を
希
望
す
る
人
間
の
育
成
を
期
す
る
と
と
も
に
、
普
遍
的
に
し
て
し
か
も
個
性
ゆ
た
か
な
文
化
の
創
造
を
め
ざ
す
教
育
を
普
及
徹
底
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
云
云
明れぱ、昭和二十二年。一月一一一十一日には、生活課を解消して、元の生徒課と、新に厚生課が設けられた。前にも一言
した通り、前年には、三年制が復活したものの、一一一月一一十九日には、法律第二十五脱を以て、”教育基本法“が公布され
て、即日施行と決定し、同三十一日には、第二十六號を以て學校教育制度が施行されて、所謂”六・三・三・四制“が成
ｌ
◇
Ｉ
◇
「
●
右
の
精
淋
に
則
っ
て
か
、
そ
の
當
時
は
、
附
則
本
令
ハ
昭
和
二
十
一
年
四
月
一
日
ヨ
リ
之
ヲ
適
用
ス
龍
南
へ
の
郷
愁
！
寮
歌
「
武
夫
原
頭
」
の
第
三
節
す
ら
、
公
式
の
場
合
に
は
、
遠
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
世
で
一
驚
蕊
一四四〆
一四六
龍
南
へ
の
郷
愁
十月十日の六十周年記念日にはめ同窓の雁田（虎鎚）熊本市長が、來賓を代表して祝辞を陳べ、同窓生松隈（健彦）東
北大學教授の「現代の宇宙観」、同じく同窓生佐佐弘雄氏の「祀國の再建」と題する講演もあった。世が世ならば、如何
ばかり晴やかに耐一隅されたであらうのに、龍南人をして、「五高の名の終焉を包む美しいヴェールと共に」と歎かしめた
ほど、何となく、一抹の悲哀を禁じ得ないものがあったのである。
既にして、明治一一一十一一一年、假規則、一一一十九年六月、本規則この方、永年綴いて居た評議員會も、その姿を消して、その
代りには、“熊本大學法文委巨貝會“なるものが産れ、”五高教職員組合“も、設立されると云ふやうに、校内の事情も、極
めて複雑となり、それだけ又、甚だデリケートになって、圭曰年のおほらかさ、なごやかさは、全く見られなくなって了つ
も心して居たが、
の後任となった。
今にして老へると、太平洋戦争は、まことに蟷螂の斧であった。けれども、恩ひ上った一部の者に、敢てそれを振り揚
げさしたほど、わが國力が充實して居たことも、事實である。事の善悪は別として、明治以來の教育が、學問を進め、産
業を興し、生活を豊かにしたことも亦、掩ふくからざる事實である。而してこの十年間に、幾度か學制も愛り、兵役法も
改まったＵ龍南會も、報國團となり、報國隊となり、青年學徒は、戦前の数年間、ほとんど學業を慶して、農村へ、工場
へ、將又、戦場へと、出動を命ぜられ、ただ獣歎として、全力を傾け、讃むに暇なく、書くに時なく、食ふにも物は乏し
かった。職員も、交替で生徒と寝食を共にし、中には、家人の病氣を秘してまで、出動した人もあり、又中には、出動中、
留守宅の戦災に遭った人もあるｕまことに、苦い、尊い、鵠駿であり、戦喪した教官及同窓の諸氏に對しては、ただただ、
敬悼の微衷を捧げるより外に、然るべき言葉も見出し得ないのであるＱ
高
校
後
期
一四七
たのである。
を得なかった。その後を襲うた河瀬（嘉一）教授はＥ熊本大學法文學部長事務取扱桑熊本大學第五高等學校長として、鋭
氣残務の整理に富り、殊に、職員向後の地位安定に就いては、かなり苦慮したやうであった。かくて、翌一一十五年一一一月二
十五日には、“第五高等學校課程終了“の式が行はれ、三十一日を以て、さびしくも、龍南六十餘年の歴史に、終止符が
打
れ
て
了
っ
た
の
で
あ
る
。
前新潟大學長の經歴があり、時局に善庭する決意を以て、草身着任した本島校長は、大いに士氣を鼓舞し、保健衛生に
心して居たが、終戦後は、公私の複雑な事情の爲に、一一十一一一年五月一一一十一日を以て退官し、元教授竹内良一｜一郎氏が、そ
ｌ
◇
ｌ
◇
Ｉ
しかるに、一一十四年五月三十一日、殆ど突如として、竹内氏の信州大學文理學部長鱒任が發令され、一同唖然たらざる
〔備考〕前校長の頃から、しばしば話題に上って居た後援會は、やうやくその機熟して、二十三年十月十日の五高同窓倉本部總會で、
”熊本大學法文學部理學部創設後援會“が成立し、勢よく發足したものの、財界の不振や、”熊本大學“の名穂が、何となく五
高と線遠く感ぜられた爲か、寳績は、思ふ様に翠らなかった。
〔備考〕かかる次第で、昭和四年成立以來、學校長を以て、五高同窓會長とすることは、竹内氏までで終り、二十四年十月十日の、創
立記念日の同窓會總會に附議されて、會則から、會長の名を削り、これまで空名になって居た理事長が、會務を掌理することと
な
っ
て
、
今
日
に
及
ん
で
居
る
。
ｌ
◇
Ｉ
◇
Ｉ
可
Ｉ H１すとしたら、この期間のことだけでも、に俟つ所以である。（昭和三十一年十月－１◇ｌ◇Ｉ の大夢だったら、そ（愚であってはならぬ。氏 名×渡井東一河瀬嘉一田中辰二○商森良人○上田英夫○藤田繁－高枚 それが、悲惨なる無條件降服のために、一朝にしてすべてを崩壊破滅せしめ、國民を、學徒を、一瞬にして千匁の深溪に顛落せしめ、自失虚脱の裡に、時に互に排摺して先を季ひ、息も絶え絶えに喘ぎつつ蟻ぢ登り行く、牛の歩みでもあった。故にもしそれが一夜の悪夢だったら、醒めては自から反りみ、白から清く生きなければならぬ。又もしそれが、試錬あっもの なますの大夢だったら、その後には、大覺がなければならぬ。良藥は口に苦く、劇菫母も時には薬となる。葵に懲りて霊を吹くの、 参考の爲に、昭和十一年から二十五年までの卒業生戯を表示すれば下記の通り。￣かくの如く槻じ來れば、それ等のことを、太平洋戦争を背景とし、世界史的並に日本史的見地に立って、細大となく記としたら、この期間のことだけでも、鬼大なる賞録ともなり、堂堂たる史論ともなるであらう。切に、同窓有能の諸賢侯つ所以である。（昭和三十一年十月十日、創立第六十九年記念の日） 小計 舗一伽Ｉ印ｉ刊 115 魂南への郷愁1００１１９６後 Ⅷ±…理慧雛i1iii期 3９１８ 1１０１１９９8４１１８０散散教教教教鑿 倉員（現職員） 1１５１２１９116 229川 131 267就任年次大正八一〈一一一一一一つ一四 149 馴一加一捌一柵､§ 149捕任學科生物英語國語・作文漢文・作文國語・作文物理 4０ 204233Hｕ昭和一一十五年三月一一一十一日現在○は三十一年十二月在職者×は逝去 242ｺﾞ８１］８４；５Ｈ 310狸一皿一町 359○○○○○稻安大小竹樋藤 346-369葉達原山原口井三達英直東金外輿文・雄經一文之文一理博理一一一男理 の表セクラうて示ｔｔＩｊＴＯよう'二鯛 一一一文科一理科一一一一合計左のグラフを見ると十七年、二回の卒業崖 回■■■■四F￣=曰呵－－－－－－－－＝■ニーニニＦ＝￣＝－－－－－－￣＝＝---￣－－－－＝＝＝＝￣＝＝－－－＝￣＝■襄二薑＝睾薑鬚臺熟議薫＝＝＝＝■■－局＝＝■＝＝さ五たえあて、羊天ニニーーニニ囲二卍ニーニーニー差=河藝藝の璽力区■－－－－－＝＝＝■ゴー■＝■接近して居るのに、可工丁岸二三二一￣÷敬散敦散教教教一三昭和一一一一一一一一’一一つ一一一一’一三一三一七八 十九年になって、箸るい､愛化があるのは、十七年の入學者の相違に依る。叉、上の表で、十九年から理科乙類の数が急に殖えて、文科の数が目立って減って居るのも、戦局の様相を物語って居る。凋語法制・經濟心理倫理化學物理数學一四九 四八/／ 勺夕ロ」 /』 '泌 /』 ′「Ｊ－ ﾉｱ ノア ﾉゲ /ソ ﾉ'’ '２ '』 ２▲ ７ざ 』Ｊ,リブノゴ） ■■アー 夕、dゲノフ 〃 ロ､ ￣｡■00IP 〆 Ｕ■’ 沢□■ グ０句のノ 〃。 〃 ‐、 口 「'1 □△ 、〃;‘‘） □■ ＶP ムー ●△■ノーグサ Ｐワｑ 巴’夕 -,Ｊ'･ノ ロ 一｡～夕ク －ケ＝ －－－ｑ ひ ワー､'.･ノ 、 夕 ノ０７ 、 ゴ ￣ ′巳 〆 ノ▽□ ク ㎡￣ －－■ 』 ノやノ ､､ゴタ ノ｡』 ′｡,DUO' ／￣－ ＝ 一ゴー＝ ､ 夕、’ □ 三 －￣￣ ￣－ 、 〃ＵＰ〃 、 二 ￣ Ｉ '』 ▲。 し ＞￣ 二丁 １ －コ」Lﾉ 、 ￣へ △￣ Ｌ 〆．） ￣ 浬一ア 、 〃。〕 、「 、」 「､'.ノ 百
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昌
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○
一
幅
山
四
郎
○
中
原
勇
○
和
田
勇
一
○
松
本
雅
明
寺
本
直
彦
○
佐
々
木
四
郎
○
大
久
保
武
男
○
田
崎
篤
次
郎
○
天
野
昌
久
天下の”五高”も創立當初は、”一高“が”｜中“であったやうに、高等學校としての”五高”でなく、九州に於ける
最高學府”第五高等中學校“としての”五中“であった。而して當時の中學校にしても、大・中・小學の中學で、今日と
比較にならぬほど、世間から高く評債されて居たことは、”創立以前“の中に書いておいた通りである。
然らば、その”第五“とは、その”高等中學校“とは、と考へて來ると、自然、その由來を記す必要を感じた。晩年の
高等學校、殊に事愛以後は、語學も輕んぜられて來たが、往年は、語學としての外に、教科書に至るまで、外國書を用ひ
て居る。かかる語學の尊重は、抑とどこから來たのであるか。
む
す
び
一五一
本稿は、云はぱ會員名簿の附録か、龍南追憶のしをｂで、刊行を間近に控へ、費用にも制限がある。且又、一身上の都
合もあり、一日も早く専攻の著述を續ける必要もあって、五十年史のやうに、前後三年有半を費すやうなわけにはゆかぬ。
それ故に、大凡の構想が纏まると、史料の入手次第、精査補筆することにして、夜を日に纏いで、一氣に初稿を終へた。
再三通讃してみると、記述の内容に輕重を誤ったり、學科・課程の愛遷に精粗があったり、全艘として、牛頭鼠尾に終っ
て居ることなどに氣づき、熟慮を累ね斧正を施して、｜一一たび稿を改めてみた。依然として意に満たない虚ばかりである。
一層のこと、構想を愛へて書き直さうかとも思ったが、今はその餘裕もなく、却って混凱を來す鶴もあるので、遂に止め
てしまった。いかにも、顧みて他を言ふ嫌もあるが、その理由の一一一一一を述べてみたい。
龍
南
へい
か
に
も
、
顧
み
て
他
を
言
ふ
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